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　新宿、歌舞伎町――この街には獣の頭をした連中が多すぎる――。






「この辺りで、こんな人見ませんでした？」

　写真を差し出して確認してもらう。金髪にピアスをいくつも耳につけている凸凹コンビの若い男たちは、見た目はどうにもならないならず者という感じだが、中身は普通であることを神崎かんざき蒼斗そうとは理解している。

　その理由は――。

（獣の頭じゃなかったからな）

　蒼斗には不思議な能力があった。

　初めて会った者の頭がほんの一瞬、獣に見える時がある。本当に一瞬のことなのだが、そう見えた者は刑法に引っかかる引っかからない問わず〝ワル〟だ。

　この二人にはそれがなかったので、普通の人間、ということになる。ワルぶっているが、中身は小心者、そんなところだろう。よくあることだ。

「さぁ」

「知らねえなぁ」

　ろくに見ずに答えるところが蒼斗にとっては苦笑ものだが、協力を願っているのだからここは丁寧に接しなければいけない。

「よく見てくださいよ、お願いします」

　二人は同時に「えー」と不平をもらした。

「なんか悪さしたわけ？」

「なんで捜してるの？」

　ハモるように同時に質問する。

「アンタのほうが怪しくない？」

　これには完全に失笑した。仕方がないから胸ポケットの身分証明書を取り出す。上下に開閉できるそれには桜の大門が打たれていた。

「あっ」

　刹那に二人の顔色と表情が変わった。

　そこには質問をしている面前の男の制服姿の写真と共に、階級や氏名などが日本語と英語で印刷されている。ホログラム表示された旭日章を貼付したプラスチック製カード型身分証票は、下面に「POLICE」の文字を打ち、「警視庁」と記されてあった。






「刑事さん……」

「まぁ。で、この写真の人、知りませんかね？」

　二人は動揺を瞳に宿し、改めて写真をじっと見つめたあとに首を横に振った。

「知りません」

「ホントに？」

「オレらがウソついてると思ってンですかっ!?」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　にこっと屈託なく笑った顔に、二人はくっと息を詰めた。なぜなら笑っているのは口元だけで、目は射抜かんばかりに鋭かったからだ。

「マジで知らない顔だけど、オイさんなら知ってるかもよ？」

「オイさん？」

　背の高いほうが「はい」と答える。それから体をひねって指をさした。

「あの赤い看板の下にあるスタンドバーの常連。やたらデカいおっさんがオイさん。毎日ここらで飲んでるからさ、いろいろ見てると思いますよ」

「特徴は〝やたらデカいおっさん〟でわかるかな？」

　二人は引き攣った笑いを浮かべた。

「わかりますよ。でっかいガマガエルみたいなおっさんだから」

「そう、ガマガエル、ね。当たってみるよ。ありがとう」

　蒼斗がそう礼を言った時だった。近くで怒声が轟いた。その瞬間、蒼斗は駆けだしていた。

「なにしやがンだっ、このヤロウ！」

　怒声のする方向にダッシュする。角を曲がると細い路地があり、人影が見えた。

「やめろ！」

　蒼斗は迷わずその路地に駆け込んだ。

「――――」

　四人の男がいる。三人が一人を取り囲んでいたが、その内の一人が若い男の襟を掴みあげている。蒼斗には取り囲んでいる三人の頭が鶏、犬、鼠に見えた。が、すぐに人間のそれに変わった。

（こいつら、ろくでもねぇな）

　胸の内で呟き、ゆっくりと男たちに歩み寄る。

「その手を放せ」

「うっせぇ！　誰だっ、てめぇっ！」

　威嚇が蒼斗に向けられる。

「うっせぇこと言いやがったらただじゃ済まねぇぞ！」

　すでに三人の獣は普通の人間のそれに変わっている。吠えたのはまさしくさっき犬頭だった男だ。

（あの犬はなんだったっけ？　シェパード？　ドーベルマンだっけ？　違うか）

　頭の端でそんなことを思いながら近づく。歩きながらさっき二人組に見せた警察手帳を再び取り出して三人に示した。

「警察だ、てめぇら、叩けば出るだろう？　クソみてぇな埃がよ」

　上下に開いて身分を示すと、三人組は「やべぇ」と吐き捨てて一気に向こう側へと駆けだした。アホが、とつぶやいて顔を取り囲まれていた男に向ける。

「君」

　男がこちらを見た。目が合い、蒼斗は息をのんだ、

（なんて――）

　目を見張るばかりの秀麗な顔。例えるなら、絶世の美女が男装している、そんな印象だ。

　シャープな輪郭に青白いと思うほどの白い肌は、路地裏の薄暗い中で浮き上がっているように錯覚するほど。シルバーのハーフフレームメガネの奥の瞳は澄んでいて吸い込まれそうだ。スッと通った鼻筋。やや薄めの唇。黒い髪は前髪が長めではあるが、襟足はそれほどではない。年は二十代前半。大学生だろうか。

「大丈夫か？　殴られたりはしてないか？」

「……いえ」

　蒼斗は青年に歩み寄り、ケガがないか確かめようとした。

「え？」

　いきなりぐっと腕を掴まれたかと思うと、思いきり引っ張られ、今度は逆に壁に押しつけられた。

「な――」

　なにをするんだ！　――その言葉は強引に封じ込められた。

（え……）

　唇に柔らかな感触と、圧迫感。さらにうまく呼吸ができず、息苦しい。

（な、に？　これ、キス？）

　なにが起きているのか理解できず、茫然自失で立ち尽くしていると、頭をグッと掴まれて重なっている唇に圧力が強まった。

「……ぅ、！」

　舌が強引に口内へ入ろうとしている。うねっている舌先が不快だが、身動きができない。

「……うううっ」

　口内を青年の舌が自由気ままに動き回って、唾液があふれ出してきた。

　めまいが起きそうなほどの濃厚なキスに翻弄されつつも、蒼斗は一度握りこぶしを作って気合いを入れると、力任せに青年を突き飛ばした。

「なにしやがる！」

「公務執行妨害で逮捕ですか？　刑事さん」

「…………」

「助けてくれてありがとうございました。それに、会えてよかった。これから、よろしく」

「な、に？」

「もう刑事さんは俺のものだから」

　青年はにこっと微笑むと、ゆらりと身を返して歩き始めた。そして振り返ることなく手を上げ、路地から出て去っていった。

「……な、なっ」

　男に唇を奪われ、あまつさえ「俺のもの」とは何事か。そして同時に子どもにからかわれたと察して自分自身に激しい怒りがこみ上げてきた。

（バカヤロウ！　なにをしてんだよ、俺っ！）
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（チクショー）

　エレベーターが上昇する中、蒼斗は胸の内で吐き捨てる。

　警視庁刑事部第二強行犯・殺人犯捜査第四係――神崎蒼斗はそこに籍を置いている。

　警察官になって最初に配属されたのは日本で最も忙しい署と言われる新宿署である。一年で他部署の四、五年分は経験できると言われる所轄だ。警察学校を出た後、蒼斗はここに配属され、鍛えられた。文字通りぼろ雑巾のように働かされたものの、たった二年で本庁の捜査一課に召し上げられるという栄光を手にした。刑事になること自体が一苦労だというのに――。

　警察学校を出たら、みな所轄に配属になり、ハコ番と呼ばれる交番勤務を経験する。その中で実績を積みながら自分の行きたい方向、希望を上司に述べる。刑事は憧れの職種なのでなかなか選ばれることはないが、運よくチャンスが巡ってくれば、刑事になる講習を受け、晴れて刑事部へ異動となる。

　蒼斗は半年程度の交番勤務で刑事部に異動になったかと思うと、その二年後には本庁勤務となったのだ。ノンキャリのホープとして期待されているものの、その実、みなの嫉妬は大きい。使いっぱしりの時はまるでいじめられているかのようなこき使われ方をしたものだ。しかしながら蒼斗の半端ではない検挙率に誰もが黙り込むようになり、一年後には状況は一変していた。

（頭いてぇ……）

　ズキズキする。

　昨夜、助けた男にキスされたことが思いのほかショックで、深酒をしてしまった。その結果、泥酔して、起きたら猛烈な二日酔いに襲われた。頭痛と吐き気。なにより胃が痛い。

（マジかよ）

　頭痛薬と胃薬、スポーツドリンクをたらふく胃に突っ込んで寮を出てきたが、まだ頭はふわふわしている。とても仕事に集中できる状態ではない。幸か不幸か、今、四係は待機中だった。何事も無ければ椅子に座っていればいいが、ひとたび事件が発生したら、いの一番で駆けつけて初動捜査に当たらねばならない。失敗は許されない部分を担う。

（最悪だ！）

　捜査一課では、事件に当たっている組と、事件が起こった時に初動に入る組と、事件を解決してわずかな日数休む組とに分かれてローテーションを組んでいる。休むと言っても休暇ではなく、継続案件や過去に起こった事件の検証をしているのだ。今、蒼斗は待機組となっていた。それなのに、こんな状態とは、情けない。とはいえ……。

（あれはないだろう。何度考えてもムカつく。男にキスされたんだぞ、男に！）

　しかも、濃厚なキスを。

「おはよーございます」

　捜査一課が詰める六階のフロア。挨拶しながら中に入り、自席についた。

「はぁ」

「どうした、あおちゃん、二日酔い？」

　あおちゃんとは蒼斗のニックネームだ。私服で外を練り歩く刑事は、外見で警察官とバレてはいけないので、言葉にも気をつけている。呼び名はニックネームだし、隠語も多い。警視総監を社長、本庁を本社と呼ぶことは一般にも知られていることだ。

「ちょい、飲みすぎました」

「へぇ、珍しいねぇ。なんか、あったの？」

　興味ありげに話しかけてくるのは真田さなだ紀行のりゆきといい、蒼斗とは一回り違って四十二歳。ベテランの域に入りつつある蒼斗の相棒だ。

「聞き込みしていたらヘンな野郎に絡まれたんです」

「あおちゃんが？」

「俺じゃないと誰の話なんですか」

「そりゃそうだけど……意外だな、あおちゃんが絡まれるなんて」

　いや、暴力じゃねぇけど、と言いそうになって踏みとどまる。ヘタなことを言って大学生っぽい年下の男に濃厚なキスをされたなんてことがバレたらエラいことだ。まぁ、誰も、路上で男が男にキスされるなんて予想も想像もできないだろうが。

「コーヒーでも飲んでサッパリしてきたらどうだ？」

「大丈夫ですよ。それより、今日は事件、起こらないといいなぁ～」

「それは神のみぞ知る、だ」

　はははっと真田が笑うのを蒼斗はぼんやり聞いていた。

（あぁ、マジでむしゃくしゃする）

　腹が立つのは、キスだけではない。相手の男が臆するほどの体格ならまだしも、華奢で年下だからである。力任せにぶん殴ったら、吹き飛んで砕けてしまいそうな線の細い男に、不意打ちとはいえ壁に押しつけられてのこの有様だ。自己嫌悪甚だしい。

　そしてもう一つ悔しいのは、

（あのヤロウ……なんかめっさ美形だったんだけど……）

　と、男の整った顔に見惚れて、一瞬とはいえ隙を作ったことだ。

　そう、すべてはそこだ。

　捜査一課の刑事のくせに――。

（チクショー！）

　もう一度、胸の内で自分に向けて罵った。

「ところで、一昨日着任した参事官、エラく美形なんだってな」

　美形という言葉が浮遊している蒼斗の意識を引き戻した。

「参事官？」

「あ、それ、ホットワード！」

　横合いから口を挟んだのは四係で唯一の女性警官である米沢よねざわ真弓まゆみだ。

「すげぇよなぁ、警視で個室をあてがわれるなんてさ」

　こちらも同じく四係の仲間で西田にしだ和己かずみ。

　参事官、警視、個室……これらの言葉が蒼斗の頭の中で一つに結びついた。

「そういえば、エラく賢いキャリアが着任したって聞いたなぁ」

「あおちゃん、おせぇよ」

　真田が蒼斗の頭をつつきながら笑う。

「二十一で国家一種を取って、警察庁に就職が決まると即退学して入庁。どれだけのスピードで出世するのか、みんな興味津々だ」

「へぇ」

「しかも、映画に出てくる貴族みたいにべっぴんさんで、仕事、間違ってませんか？　って聞きたくなるほどらしい。顔見た連中、みーんな、モデルか俳優やったほうがいいって言ってるよ」

　続きを西田が拾った。それに応じるのは米沢。

「あんまりイケメンすぎて、オンナたちも引いてるらしいわよ。とてもじゃないけどアプローチなんかできないって」

「おいおい、よねちゃん、東大中退して警察庁に入った野郎だぞ、お前らパンピーなんかお呼びじゃねぇって」

「にしさん、〝パンピー〟って言葉、意味わかんないな～。おっさんすぎる～」

「あー！　もう一回言ってみろ」

「だから～それ、死語だって」

　がはは、と大きな笑い声が上がった。

「その参事官、東大中退なんですか？」

「みたいだな。すげぇよな。苦労して入学しただろうに、一種に受かって就職決まったらさっさと辞めちまうんだから」

「その年の一種試験、トップだったそうですよ。苦労なんかしてないんじゃないです？」

「えぇっ。だったらなんで財務省とかに行かないわけ？　警察庁ってさ、難関ランキングじゃ中ぐらいだろ？」

「知りませんよ」

「どんだけ賢いんでしょうかね」

「ホントホント」

　四係内でわいわい盛り上がる。笑い声が二日酔いの蒼斗にはキンキン響いて煩わしかった。

　ＲＲＲＲＲ……。

　蒼斗の机に置かれている電話が鳴った。しかも内線だ。

「はい、一課四係、神崎です」

『伊澤です』

「え？」

『神崎係官、申し訳ありませんが、すぐに私の執務室まで来てください』

「……えっと」

　思考がうまく回転しない。

　イザワ。

　私の執務室。

　この警視庁で執務室を宛がわれているのは一部のキャリアだけだ。

（イザワ……）

　誰だっけ、そう思った時だった。

『一昨日着任した参事官の伊澤いざわ純也じゅんや警視です』

　蒼斗は受話器を持ったままガタリと音を立てて立ち上がった。

「すぐに参ります！」

　椅子に引っかけているスーツのジャケットをひったくるようにして取る。

「あおちゃん、どうしたよ？」

「噂の参事官から電話だった」

　えぇ!?　と周囲がどよめいた。

「なんて？」

「部屋に来いって」

「お前、なにかやらかしたのか？」

　右からも左からも質問が飛ぶ。蒼斗は反射的に怒鳴っていた。

「知るかよ！」

　慌ててフロアを飛び出す、キャリアの部屋が並んでいる階へと向かう。

（なんで着任したての参事官に呼ばれるんだよ、俺が！）

　なんだか嫌な予感がしてくる。昨日の例の出来事が、よくないモノを引き寄せたのかもしれない。

（マジかよっ）

　さっきのみなの会話がよみがえってきた。

　警視庁において「参事官」の役職は、階級が「警視長」か「警視正」であることが普通だ。この男はまだ「警視」なのだから、この地位に就任したのは異例のケースである。

　二十一歳でその年の国家一種試験に首席合格し、東大を中退して警察庁に入庁したスーパーエリート。各省庁では大学在学中に国家一種に合格し、中退して入庁するほうが、より〝箔〟がついて一目も二目を置かれるという現実がある。

　この男はその最たるものだ。とはいえ、なぜ首席合格したというのに、超難関であり権力の権化である財務省ではなく、警察庁を選んだのかは謎であるのだが。

　エレベーターを降りて伊澤参事官の執務室に向かう。そしてノックした。

「どうぞ」

　蒼斗はゆっくりとドアノブを回し、扉を開けた。それから同じくゆっくりと中に入り、扉を閉める。そして背筋を伸ばして敬礼した。

「刑事部捜査一課四係、神崎です」

「待っていました。どうぞかけてください」

　はい、と言いかけて目を見張った。

「あっ！」

　蒼斗の反応に面前の男はクスリと笑った。

「昨日は助けてくださってありがとうございました、刑事さん」

「ちょ……えぇっ」

　にこっと微笑んだ顔は、まさしく昨夜、歌舞伎町で会った青年のものだった。狭い路地に連れ込まれて絡まれていた大学生とおぼしき青年、シルバーのハーフフレームをかけ、蒼斗に濃厚なキスをした男。忘れたくても忘れられない秀麗な顔。

「言ったでしょ、もう刑事さんは私のものだって。あぁ、〝俺のもの〟って言ったかもしれませんね。いけないですねぇ、この制服を着ると、どうもスイッチが入ってしまう」

　微笑む顔がなんだか異様なほど不気味に感じる。冷たい迫力とでも言うべきか。

　整った秀麗な顔は、逆に氷のような冷たさと鋭さがあって、なんとも言えない圧迫感を与える。そう、身の危険を感じるような――。

「あの、えっと、それで、参事官、本官をお呼びになった御用というのは……」

　しどろもどろで言うと、伊澤はまたしても笑った。

「今から説明します。とにかく掛けてください」

「いえ、本官は立ってお話を」

「座れと言っているのです」

　言葉の途中で遮られ、蒼斗はくっと息をのんだ。口調はけっして厳しくはなかったが、命令としての力は十分すぎるほどあったからだ。そして、なんとも言えない冷たい迫力。メガネの奥のまなざしも相まって、全身から冷気でも放出しているのではないかと思ってしまう。

「失礼いたします」

　礼をしてソファに座った。

「改めまして、神崎蒼斗巡査長。伊澤純也です。ご存じの通り、一昨日警視庁に着任しました。階級は警視、役職は参事官です。今日から私があなたの直属の上司になりますので、よろしくお願いします」

「――え？」

「こちらの机があなたのものです」

　顔を少しだけ動かして新品のデスクを示す。蒼斗は驚きを隠せなかった。

「ちょっと待ってください」

「私の仕事をサポートしてくれる相棒が必要なので、あなたを指名しました。警視総監の許可を得ています。これが辞令です」

　伊澤はソファテーブルの上に、裏面を上にして置かれている紙を手に取って蒼斗に差し出した。見てみると確かに辞令で、神崎蒼斗、の名前がくっきりはっきり印刷されている。

（げげっ！）

　感情が丸出しだったようで、くすっと笑う小さな声が聞こえた。

「あなたは私にとってかけがえのない存在で、ずっと捜していたんです。この出会いは偶然ではありません。そもそも、この世に〝偶然〟なんてないのですが」

「……捜していた？」

「えぇ、ずっと。物心ついた時から」

「意味が、わかりません」

　伊澤は顔を少し上げて天井を睨むように見つめると、間もなくまた戻して蒼斗を正面から見据えた。

「私は、あなたが持つ不可解な能力のことを知っています」

「――――」

「その能力がなんなのか、正体も」

　伊澤の言葉は雷のごとく蒼斗に襲いかかり、全身を砕くほどの衝撃を与えた。

「私には、その力を感じる能力があります。つまり、我々は方向が異なっている不思議な能力を有した〝亜種〟なんです」

「亜種？」

「一般的な人間ではない、ということです」

「ちょっと待ってください。不可解な能力って、なにを指しておっしゃっているのですか？」

「それはわかりません」

　無表情で応える様子に蒼斗のいら立ちが募った。

「わからないのに人を化け物みたいな言い方をするのはやめてください」

「そう表現するなら私だって化け物ですよ」

「参事官」

「あなたがどういうタイプの〝ブラックバースト〟なのかまではわからない、という意味で、不可解な能力を持っていることは知っています」

「……ブラックバースト？」

「えぇ、そうです。人智も科学も及ばない神の聖域。一握りの人間にだけ与えられた奇跡の力」

　言いつつ伊澤が人差し指で自らの胸を強く押した。

「あなたの、ここに存在している」

　ニヤリと笑う。

「神秘なる力が宿っている。我々はその者を〝ブラックバースト〟と呼んでいます」

　聞けば聞くほど、伊澤の言っていることが理解できず、蒼斗は混乱した。なにから聞けばいいのか、なにを確認すべきなのか、まったくわからない。ただただ驚き、困惑するだけだ。しかしながら、確実にわかったことは――。

（こいつは、俺が、人の頭が獣に見える瞬間があるってことを知ってやがる！）

　幼かった頃、親に話し、妙な場所へ連れていかれてからは誰にも言ったことのない出来事を、眼前に座る男は知っている。

（ブラックバースト……）

　反復すると、胸の深いところが疼くような錯覚に囚われた。

　なにか、自分には把握できないような、うねるような感じ。

「バーストには〝爆発する〟などいろいろと意味がありますが、ここでは電磁波が急激に強度を増すことという意味からそう呼ばれるようになったのだと思います。天体の爆発的現象によって発生する諸々の状況を比喩している。普段は守られているだけの存在ですが、有事の際は誰よりも強く、すべてを滅めっしてしまうまさに神に通ずる力。ブラックとは黒という意味ではなく、中身がどうなっているのかわからない、という意味だと思います。ブラックボックスとか言うでしょう？」

「…………」

「あなたが警察官になり、さらに抜群の検挙率を鑑みたら、おそらくあなたは人を見た瞬間、善人か悪人かわかるのではないしょうか」

「……な、ぜ、そんな」

　伊澤はもう一度不敵に微笑んだ。

「ブラックバーストにはいくつかの種類タイプがあります。人間は誰だって自分に備わったモノを活かしたいと思うし、実際にそれが成功につながるものです。あなたが就職を考えた時、善人悪人を見抜く、つまり人間の本質を見通す力を有していることで、自分が警察官になるほうがより良い結果を得られるのではないかと考えたのしょう？　いかがですか？」

「…………」

「地道に調査して捕らえたり、経験によって培われたりした力でもない。ブラックバーストとしての神通力が発動され、その人間の本性を見せるのでしょう。あなたはまぎれもなく特殊な能力を持って生まれた。そしてその力を認識し、使っている。だからこそ危険なんです、野放しにすることは。これからは私があなたを守ります」

（守る？）

　意味がわからない。いや、すべてがさっぱりわからない。

　その言葉を、どう受け止めればいいのか。蒼斗はますます混乱した。

　一方、動揺が明確に顔に刻まれている蒼斗を見つめながら、伊澤は立ち上がり、蒼斗の前に跪いて右手を取った。

「そのために私は、己が持つ能力すべてをフルに動かし、最短であなたの上司として、ここ警視庁に着任したのです」

　言いつつ、その手にそっと口づけをする。まるで騎士が姫に忠誠を示すかのように。

「参事官、あなたは何者なんだ。同じ、その」

「いえ、私はブラックバーストではありません。ブラックバーストを感じることができるタイプの人間です。この頭脳は、ちょっとそっちに触れているのかもしれませんが」

　先程胸を指した指先を、今度は頭に向けて笑う。が、その目が刹那に鋭く光った。

　伊澤は蒼斗の手を愛しげにきゅっと掴み、放した。そして立ち上がって元の場所に戻る。

「ハンターの家系で、母はブラックバーストを追うことができますが、私はその能力を受け継がず、ガーディアンとして生まれたのです。なので残念ながら、デストロイヤーを判別することはできません」

「…………」

　またよくわからない言葉が出てきた。

「あぁ、単語のすべてがあなたにはわかりませんね。まずデストロイヤー。これは〝破壊者〟という意味通り悪人です。骨の髄から腐った連中ですよ。あなた方刑事が口にする〝ワル〟って連中のことです。ガーディアンは基本善人と言えますが、心酔したブラックバーストが悪に堕ちたら追随する可能性があります。ハンターはこれら特殊な人間、つまり〝亜種〟を捜し出す者たちです」

　ブラックバースト、ハンター、ガーディアン、デストロイヤー。

（こいつ、俺をからかって遊んでやがるのか？　それとも秀才すぎて頭がイカれているのか）

　よくわからない言葉を使って人を騙そうとしているのでは？　そう思うものの、立場上、口に出しては言えない。だから別のことを尋ねた。

「いつから本官のことを？」

「ですから、物心ついた時からです。さっきも言ったでしょう」

「そんなこと、信じられるわけがないでしょう」

「それは違う。もう常軌を逸していますよ。わかっているはずです。自分が普通ではないことを。都合のいいところだけ常識人ぶるのはおやめなさい。自分が、一般人はけっして見ることのないモノを見ているのですから。この世には、二種類の人間が存在しているということを知っているんですからね」

「…………」

「もう少し説明します。ハンターとは、能力の差異はあれども、基本、あらゆる亜種を見つけ出すことができます。狩るというのではなく見つけ出すという感じです。私の母はハンターとしての能力が高く、多くのブラックバーストの存在を把握しています。同時にガーディアンも見つけ出し、うまくブラックバーストとめぐり合わせて安定を図っています。つまり、互いに足りないところ、求めるところを補わせるのです。そうやって婉曲な形でこれらを守っています」

　伊澤はここで一度止め、大きく背もたれに凭れて足を組んだ。

「誰と誰をめぐり合わせるかがハンターの力量ですが、私は母の見せてくれたあなたの力の様子を感じて直感しました。私を補えるのはあなたで、あなたを補えるのは私だと」

　にこっと子供のように微笑む。最初に見せた冷たい雰囲気は消えていた。

「俺の姿をどこで見たんだ？　あんた、ずっと捜していたって言ったじゃないか」

　あ、しまった、と思った時は遅かった。遥か手の届かない雲の上の存在であるキャリアに向けてこの言葉遣い。だが、伊澤はまったく気にした様子はなく、むしろ嬉しそうに微笑んでいる。秀麗な顔立ちだけに、その微笑みは見惚れるほどに美しい。

「ハンターは自分の力を偶像化するために、自分に合ったアイテムを持っています。私の母は円鏡で、その鏡から発せられる波動を身に浴びて感じたのです。ですが、鏡は発光するだけで姿は映しませんでしたので、あなたの容姿や素性はまったくわからなかった。だから気配が感じるこの東京の街をずっと歩き回って捜していたんです」

「鏡なのに姿を映さないって？」

「えぇ。光っていましたから。でも、光が消える瞬間、少しだけ建物が見えました」

「建物」

「都庁です」

「…………」

「この建物の近くで会える――そう確信して時間があれば新宿を歩いていました。そうしたら、ある時、気配を掴んだ……追っていったら警視庁にたどり着いた、ということです。ブラックバーストはここにいると確信しました。あとはツテを使って職員を洗えばいい。で、見つけたのです。神崎蒼斗という人物を」

「そんな……」

「高校生の時でした。私の進路はこれで決定された……あなたの上司になるべく、東大に行って一種を取って、警察庁に入ったんです。回りくどいやり方ですが、確実なので」

　伊澤の微笑が苦笑へと変わった。蒼斗がものすごい目つきで睨んでいるからだ。

「部下は上司を選べませんからね。あなたは私の命令に絶対服従です。辞職も意味がありません。その時は私も辞めてどこまでも追いかけますから」

「それ、ストーカーって言うんだけど」

「警察に訴えますか？」

　蒼斗は再びギッと伊澤を睨みつけ、同時に奥歯を噛みしめた。

「まぁ、そう怒らずに。あなたはこれからずっと私と常に行動を共にするのですから」

「ずっと？　冗談だろ。キャリアは椅子に座ってるもんだ。俺は兵隊蟻だから駆けずり回ってホシを追うんだ。あんたの下になっても変わらねぇ」

　一度緩んでしまった口調は元に戻らず、ドンドン乱暴な言葉遣いになってゆく。それを頭の端で理解しつつも、もう戻れなかった。いや、そればかりか、高ぶる感情が面前の男を罵りたいという欲求を掻き立てる。激しく罵倒し、怒りを買って、辞令を撤回させたいと。もうここまで来てしまったのだから。

「椅子に座っているのか、地べたを這いずり回るかは私が決めることです。なんのために呼んだと思っているんです？　ここは参事官室ですよ？　辞令を述べるために来てもらったんですから。神崎蒼斗係官、本日より、極秘捜査の任を命じます」

「――――」

「飯田さんと後藤さんには話をつけているので心配することはありません」

　飯田とは捜査一課長の名で、後藤は四係長の名だ。つまり、一課四係の業務から完全に離れ、この男の相棒、いや小間使いとして働くというわけだ。

（そんな……）

　さっきとは違うめまいが起こる。そして出勤時に浮かんだことを思い出す。

（イヤなことを引き寄せそうだと……マジかよ。冗談じゃねぇ）

　とはいえ、ノーという選択肢はない。ここ警視庁は完全ピラミッド型組織で、上官の命令は絶対なのだから。

「特命なので守秘義務には細心の注意を」

「シンさんには……」

　言いかけて口をつぐむ。言っても無駄だと悟った。

「今も言ったように、飯田さんと後藤さんに話を通していますので心配無用です。あなたの穴を埋める人は、今頃挨拶しているんじゃないでしょうか。今日からは、あなたにしかできない任務に就いていただきます。言っておきますが、我々が狩ろうとしているのは妖しの力を持つ異形です。単独行動は慎んでください」

　それを聞いて怒りがこみあげてきた。蒼斗はギッと伊澤を睨んだ。

「あんたはさっき、自分ではデストロイヤーってヤツを判別することはできないって言ったじゃないか。どうやって異形とやらを狩るんだ」

「簡単ですよ。あなたが街を徘徊していたら、向こうから寄ってくるんですから」

「俺が囮かよっ！」

　伊澤が冷たく微笑んだ。その笑みは、蒼斗に背筋が凍るような錯覚を起こさせる。美しいがゆえの冷酷な迫力があった。

「あなたがブラックバーストだから連中が寄ってくるのか、連中が寄ってくるから囮に最適なのか、さて、どっちが先なんでしょうね」

「…………」

「これから出勤したらこの部屋に来るように。戻って荷物を運んでいらっしゃい。それから、この世に亜種がいるということは他言無用ですが、総監はじめ幹部は知っています。もちろん警察庁幹部たちも。とはいえ、ブラックバーストのことまで知っているかどうかは定かではありませんが」

「その違いは？」

「幹部になってはじめて教えられる組と、私のようにもともと出自から関わっている組の違いではないでしょうかね。神崎係官」

「……はい」

「下がってよし」

　出て行けと言われて蒼斗は立ち上がった。そしてもう一度、ギッと鋭く睨み、参事官室を後にする。

（くそっ！）

　胸の内で吐き捨てたものの、昨夜のことを思い出して気持ちが沈んだ。同時に信じられないという思いがこみ上げてくる。いや、よくわからない話だけではなく、伊澤が繰り返し言った言葉。






――ずっと捜していた。






　そう口にする時の伊澤のまなざしはなんとも言えず切なげで、惚れられているのではないかと錯覚してしまう。

（ん？）

　と、自分の思考に引っかかった。

（錯覚してしまう？　いや、ちょっと待て。けっして自意識過剰じゃねぇけど、あれってどう考えても惚れて……）

　壁に押しつけられ、強引に重ねられた唇。口内に侵入して激しくまさぐられ、ねぶられた。さらに追いかけて絡めてくる舌。逃げられなかった。

（あれは、その、ブラックバーストとかハンターとかってんじゃなく、単純に求めてのこと？　いやいやいや、男同士だし……って、そういうの、関係なさそうな口ぶりだったけど……）

　思考が定まらない。なにもかもが常軌を逸し、異常すぎる。

「くそっ！」

　猛烈にムカつく。だが、このやり場のない怒り、どうすればいいのだろうか。

　ブラックバースト。

　その言葉が深く胸に刺さる。そして激しく疼く。

（俺が……ずっと悩んでいたことを……答えがわからなくて、苦しんできたってのに、こんなにあっさりと……）

　子供の頃から起こっていた不可解な現象。一瞬、人の頭が獣に見える時がある。そしてその者は、間違いなく〝ワル〟だ。

（小学中学、獣だったヤツらは警察沙汰になるレベルでひどい連中だった。暴行、喫煙、万引き、カツアゲ……とか。高校ではもっとひどかった。リンチとか、強姦なんかも。先生だってそうだ。獣頭の先生は学生をたぶらかしたり、児童ポルノやっていたり……みんなバレてしょっ引かれたけど）

　記憶がよみがえり、脳裏を流れてゆく。告げ口したのではないかと疑われたこともあったし、知りすぎていないかと怪しい目で見られたこともある。幼稚園の頃、親に話したら自分たちの子どもがおかしいと、どこかの機関に連れていかれた。今にして思えば、あそこは心療内科あたりだったのだろう。

（あれ以来、誰にも言わなかったから、俺自身も知識を得られなかったってことか。あいつはそういう家族の中にいて、育った。だから詳しい……俺のこのヘンな能力のこと、どんなものなのか完全に把握できるってことだ。それはありがたいことだけど、でも……）

　あの濃厚なキス。あれが感情や欲望の表れであるなら――。

　そう考えるとゾッとする。

（いやいやいや、考えるな。あいつは上司だけど、お互い警視庁に勤務するサツ官で、お互い公務員だ。まぁあっちは国家公務員で、俺は地方公務員だけど。そんな公私混同はないだろう。お互い大人なんだから）

　蒼斗は軽く首を振り、思考を整えて六階に戻ってきた。

　自席に座ると少し気持ちが浮上する。やはり自分の席は安心できるものだ。とはいえ、すぐに荷物をまとめてあの男の執務室に運ばねばならないのだが。

（ひぃぃ～憂鬱～）

　はぁと深いため息をついた時、隣の席の真田がさっそく話しかけてきた。

「あおちゃん、大変だな」

「なにがです？」

「そのため息」

「…………」

「アイス・ビューティに見初められたんだって？」

　アイス・ビューティ!?　と言いかけて口をつぐむ。

（確かに……）

　あのシルバーのハーフフレームとその奥にある感情の読めない目は、氷のような冷たい印象を与える。さらに白い肌と美貌。どれもこれも冷ややか過ぎて、まったく以てその通りだ。

（ってことは、みんなそう思っているわけだ。まぁ、一昨日着任したキャリアにどんだけの人数があの顔を拝んだか知らねぇが）

「参事官、アイス・ビューティってあだ名なんですか？」

「あぁ。無表情のスーパーエリートって別名もあるがな」

「そりゃまぁ、大学中退して官庁に入るんだからスーパーエリートでしょうよ」

「で、やっぱり美人だったか？」

「はぁ？」

　美人とは例えが違うだろう、と言いかけ、やめた。真田だけではなく、みながあの若いキャリアのことを知りたいのだろう。

（雲の上の存在を話題にして、ゴシップ好きの下世話な下っ端が騒いでるってことだな）

　そう思ってそっけなく返すことにした。

「サツ官なんか辞めて芸能プロダクションに行ったら？　って感じでしたよ」

「あおちゃんも同じこと言うってことは、よほどの美人なんだろうなぁ。さすがの俺も間近で見てみたい。あおちゃん、紹介してよ」

「……シンさん、しばらくコンビ解消っすから」

　うんざりな表情の蒼斗に真田は爆笑した。

「わかってるよ。ま、しっかりやれよ。キャリアは頭の中はたいそう良くできているが、現場は知らないから大変だぜ」

「……わかってます」

　そう答え、必要と思われる資料やらなんやらをダンボールへと詰め込み始めた。

（辞令はしゃーねぇが、体は守り抜かなきゃ。あんな野郎の好きにされちゃたまらない！）

　なんだか論点がズレているような気がしなくもないものの、固くそう決意する。

「あおちゃん」

　と、この声は四係長の後藤だ。

「はい」

　立ち上がって後藤の席の横に向かうと、後藤はなんだか神妙な顔をしている。

「なんでしょうか？」

「参事官の件だが」

「はい」

「いちいち言わなくてもわかっていると思うが、将来の長官有力候補だから気をつけてくれよ」

「…………」

「エリート街道まっしぐらなスーパーエリートの足は引っ張りたくない。噂だが、長官のお気に入りだそうだし、ミソつけられたらこっちのクビがヤバいからな」

　警察庁長官のお気に入り……話がデカすぎてピンと来ない。

「まぁ、登り詰める頃にゃ、俺はとっくに定年だけどよ」

　言ってニカッと笑う。この顔を見たらいつも「おっさんのくせに」と思うものの、悪戯っ子のような感じがしてなんとも憎めない。

「そうでしょうとも」

「ここだけの話、ちょい変わりモンらしいから」

　かなり変わり者だろうが、とは言えないところが辛い。

「気をつけます」

「ん。じゃあ、しっかりな」

　蒼斗は軽く頭を下げ、席に戻って詰め込んだダンボールを持ち上げた。

（出頭するか）

　今後のことを考えると憂鬱だ。しかしながら宮仕えの下っ端が文句など言えるはずもない。体だけ守ろう、もうあんな目に遭うのはまっぴらだ、そればかり考えながら、蒼斗はさっき向かった伊澤の執務室へと向かった。

















第二章　乱れる












「どうぞ」

「失礼します」

　扉を開けて伊澤の執務室に入る。部屋の主である伊澤は隣の応接室に続く戸口に立っていた。さらにキャリア用の制服からごく普通のスーツに変わっている。

　蒼斗は持っているダンボール箱を自分用の机の上に置いた。

　窓を背に、出入り口に向かって据えられている伊澤の机から見れば、少し離れた場所で右側横向きという場所だ。

「神崎係官」

「はい」

「こちらへ。話があります」

　伊澤に歩み寄ると隣接している応接室を示された。

「入ってください。座って」

　軽く頭を下げてソファに座る。背後の伊澤がゆっくりと近づいてきて、蒼斗の前に立った。

「あの」

　ローテーブルを挟んだ向こう側のソファに座るはずなのに、伊澤は蒼斗の正面間近にいる。その不可解な行動に蒼斗の顔にはわずかな戸惑いが浮かんだ。

「参事――あ」

　空いている面に伊澤の膝が置かれ、ソファのクッションがわずかに下がった。顔と体に影が落ちる。見上げるとすぐ傍に伊澤の顔があり、昨夜同様、音もなくぐっと迫ってきた。

　蒼斗は反射的に腕を伸ばし、伊澤の肩を掴んだ。

「なにを」

「パワハラです。セクハラでもあるかな。ですが、上官の命令は絶対です」

「なにを言って――」

「黙れ」

　ちょっと待ってください――その言葉はキスで遮られた。

「んんんっ！」

　深く、濃いキス。唇の形が崩れ、いびつな状態になるほど強く押しつけられる。

　舌が唇をなぞり、ぞっと震えたおかげでわずかに隙間ができると、尖った舌先が滑り込んできた。

「んん！　んんんっ」

　くぐもった声が喉から発せられるが、溢れた唾液によって妙にエコーがかってなんだかとても淫猥に聞こえる。蒼斗はくらりとめまいに襲われ、肩を押す腕の力が緩んだ。

「ふ、あっ」

　ようやく伊澤の顔が離れたので大きく息を吸い込む。と、同時に痛みが股間に起こった。

「あっ、ぐぅっ！」

　伊澤が掴んでいる。そう思う間もなく、首筋に生温かな感触。

　なにが起こっているのか、まったく理解できない。いや、わが身に起きている現実はわかる。しかしながら、なぜ白昼職場でこんなことになっているのか、その状況がわからない。

　ここは警視庁の、キャリアに与えられている執務室のはずだ。

「あ……あっ、やめ――」

　否定の言葉を口にしようとすると強く握られて言葉が出なくなる。かといって口をつぐむと握っている手がいやらしく動き、気持ちが悪い。そもそも男に急所を握りしめられているとはどういことだ。

「は、あ……」

　蒼斗は全身に走り始めた妙な感覚に耐え切れず、顎を突き上げるようにして息を吐きだした。

「なかなか色っぽいね。蒼斗」
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　なにが蒼斗だ！　――心の中ではそう罵るのに、実際は身動きできず、声すら出ない。嫌悪に全身がわなないている。しかし、それがゆっくりと別の感覚に変わろうとしている。

（ダメだ！）

　必死の思いで自らを叱責する。しかしながら、心の声は一瞬で砕け散った。

「ひ、ゃあっ！」

　鎖骨のあたりを舌が這いまわる。一方で伊澤はすばやく蒼斗のバックルをはずし、ファスナーを下ろしてボクサーパンツの中に手を滑り込ませた。

「あああっ」

　ナマで握られ、痺れるような感覚が湧き立ち、抵抗できない。特に亀頭を撫でられるとビリビリと震える。首筋にかかる生温かい吐息が拍車をかけた。

「感じているようですね。勃ってきた」

　羞恥で全身がカッと熱くなる。だが、押し寄せる官能は波状となって蒼斗を襲い、完全に捉えている。やがて掴んでいる手が激しく扱き始めた。

「や――あああっ」

　高まる愉悦。どうしようもできない。快感がゆっくりと嫌悪を凌駕していった。

「女は〝フリ〟ができますが、男にはできません。こいつは実に正直です。だから、いくら言葉で否定しても意味はない。ほら、気持ちよさそうに膨張してきました。いいですね、蒼斗、この硬さ。手触りがいい。ほら、気持ちいいって言ってもらえないでしょうか？」

　黙れ――そう言いたいが、言えない。歯を食いしばって愉悦に飲み込まれないようにするので精一杯だ。

「愛しい……本当に」

　うるせぇ、かろうじてそれだけは思ったが、声に出して言うことはできなかった。ただひたすら、強く目を閉じ、歯を食いしばって耐えるしかできない。

「蒼斗……やっと見つけた。俺の宝石」

（なにを言ってやがるっ）

　また唇が重なった。強引に舌が割って入ってくる。歯茎からなにから、丁寧にねぶられ、次第に意識が朦朧としてくる。

「まさに蜜の味、だ」

　伊澤は嬉しそうに微笑んでペニスを掴む手に力を込めた。

（ウソ、だ……）

　男に強姦されるという現実に直面し、底知れない恐怖が込み上げてくるが、やはり官能が勝って身動きできない。もう後戻りのできないところまで来ていた。そしてその官能を与えているのが、五歳も年下で、さらに上司とは――。

　指先が亀頭を刺激し、痺れるような感覚が全身を覆いつくす。頭の先から足の先まで快感に震える。

（お、俺、男に──犯される？　そんな──）

「いや、だ──はな」

　伊澤と目が合った。冷たいまなざしに現実を痛感する。逃れる術はない。このまま弄ばれ、達するまで終わらないことを。

「た──助けて」

「おかしなことを言わないでください。私が蒼斗を苦しめることはありません。だって至高の宝なんですから。想像していた通り、見た瞬間、運命を感じましたよ。いくら慈しんでも足りない。愛しい人」

　伊澤は震える蒼斗をゆっくりと口に含んだ。

「あぁ！」

　強烈な刺激が怒涛の如く襲ってきた。

「ひ、っ！」

　蒼斗は男が自分のペニスを銜えている姿を目の当たりにした。同時に屈辱と羞恥と快感にわななく。そんな姿を、実に満足げな顔をして伊澤が冷たいまなざしで見つめている。いや、逆だろうか。冷たすぎて熱いのか――。

（イヤだ！　男にヤられてイクなんて、イヤだ！）

　どれほど足掻いても、この痺れる快感から逃れられない。

　舌の動きが絶妙だ。亀頭を丹念に舐めつつ、鈴口をいたぶる。そして最後と言うかのように小さな穴に舌先をねじ込んできた。到底わずかとて入ることなどないのだが、発生する甘い刺激はあまりにも強烈で、蒼斗の意識は今にも弾け飛んでしまいそうだった。

　高波が押し寄せ、爆発したように高く押し上げる。体がビクビクと震える。

（あ──イ、イク──）

　もう抵抗は皆無だった。享楽を受け入れ、絶頂を越えてすべてを解放した。そのまま力なく項垂れる。ペニスの先から性の清水が飛び散り溢れ出すが、伊澤はそれをすべて飲み干し、さらに丹念に舐め取って、顔を離した。そして愛しそうに眺めつつ指先で弄りながら勝ち誇ったように笑った。

「――――」

「目の焦点が合っていないですね。そんなによかったですか？　艶やかで麗しいです。その表情、まさに至高の輝きですね」

　もう一度唇を重ね、舌を絡ませる。蒼斗は喉に伊澤の唾液が流れ込んでくるのを感じ、振り払おうとして顔を動かした。が、首を掴まれて動かせなかった。

「ん──んん！」

　生温かな唾液が口いっぱいに広がり、伊澤の舌が艶めかしく動いている。

「あ、うっ」

　ようやく伊澤が離れた。高揚した蒼斗の顔を見つめている。

「…………」

「どうしました？　そんなに驚くことですか？」

「そんなにって……」

　力のない蒼斗の反芻に伊澤が妖しく微笑む。それから蒼斗の乱れた身なりを整えてやると、ゆっくりと立ち上がった。

「愛は異性としか交わさないものと思っているからですよ。心は自由です。さて、行きましょうか」

　手を差し出されるが、無視して身を起こし、立ち上がろうと膝に力を込める。だが、足が笑ってうまく立てない。

「そんなによかったのかな」

　くすっと頭の上から笑いが落ちてきて、蒼斗の心を羞恥に染めた。

「パワハラだしセクハラですね。訴えるなら、どうぞ。ですが私が真剣なことだけは理解していてほしい。上司という立場はあくまで隠れ蓑で、訴えられたらまた違う手を打ちます」

「…………」

「蒼斗、早く」

　蒼斗はソファの座面に手を突いて体重をかけると、その勢いでなんとか立ち上がった。それでもまだ膝がわずかに震えている。

「どこに……」

「もちろん、デストロイヤーを探しに」

　伊澤は当たり前だと言うかのような無表情で短く答え、執務室に続く扉を開いた。

「戦いの始まりです」

　そんな声が聞こえた。
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　伊澤の後ろについて廊下を歩く。女性警官たちとすれ違うと、明らかに見惚れているのがわかる。それなのに伊澤はまったく興味がないらしく、一瞥することもなかった。

「女に興味ないんですね……」

　言ってから、「しまった、自分から声をかけてしまった」と激しく後悔するものの、伊澤の返事はそっけない。

「男にも興味ないです」

　じゃあ、俺にしたのはなんだったんだ？　――その問いはなんとか飲み込んだ。蒼斗だから、そう言われては返す言葉がないと思ったからだ。それに、なにより困る。いや、不愉快だ。

「私は物心ついた時からずっとあなたを捜していました。だから、あなた以外、興味がないんです」

「…………」

　あ、そ。そうとしか言えない。言えないが、上官に言うべき言葉ではないので黙り込むしかない。伊澤は気にする様子もなく、相変わらず無表情だ。

　駐車場に到着して覆面パトカーに乗り込む。エンジンをかけて、はたと気づいた。

「目的地は？」

「新宿に」

　言われて脳裏に都庁が浮かんだ。鏡に一瞬映った建物が東京都庁だと言っていた。蒼斗に出会える場所だと信じて練り歩くことになった建物だと。

　いつからか知らないが、そんな一瞬のイメージを頼ってどれだけの時間、新宿をさまよったのだろうか？　気配に気づいて警視庁までたどり着くなんてあり得るのだろうか？　さらに何万という職員の中からたった一人を見つけ出すなんて本当なのだろうか。すべてが信じられない。しかしながら、この男は確かに目の前にいる。上司として。

「新宿に行ってなにをするんです？」

「なにもしない。ただ歩き回るだけです」

　はぁ!?　と言いそうになって辛くも踏みとどまる。それから冷静な口調で続けた。

「ただ歩き回ってどんな収穫があるんですか？」

「あそこにはワルがわんさかいますからね。ブラックバーストが歩いていたら、デストロイヤーたちは反応するはずです」

「つまりは囮を泳がせて、食いついた者をしょっ引くってことですか？」

　蒼斗の問いに伊澤は少し首をかしげるように動かし、車の天井を睨むように見つめた。待つこと、しばし。

「そうとも言えるし、違うとも言える……彼らはもちろん犯罪者なので正攻法でいっても捕らえることは可能です。ただ、時間と労力がいる。なるべく早く摘みたいんですよ。あなたの身辺を危うくする連中を。矛盾でしょ？　守りたいくせに、囮に使うなんて。でも、そうするのが手っ取り早いんです。我々には見分けることができませんから」

「……よくわかんねぇ」

　蒼斗は思わずつぶやいてしまい、慌てて口を閉じた。

「怒ってかまいませんよ。当然ですから。それに敬語は不要です。あなたは私の半身であり、命より大切な存在です」

「…………」

　なにが、半身だ！

「なにが半身だって思っているでしょう？」

　ドキンと心臓が跳ねた。アクセルを踏む足が踏み込みそうになって焦る。

「そのうちにわかります。話を亜種に戻しますが、デストロイヤーたちが求めるのはブラックバーストの神通力です。あなたを捕らえたら、なにをするか、わかるでしょう？」

「ますます、わかんねぇ」

　今度はわざと口に出した。伊澤は怒るわけでもなく、微笑んでいる。

「神通力が発揮される方法を求めて、女性を凌辱するようにあなたをいたぶるでしょう。私がさっき、あなたを求めた以上に。でも、私はあなたを想っている。対してヤツらは美味い食事程度にしか考えていない。この差は大きいですよ」

　変態の集まりかよ――この言葉は正しく飲み込んだ。

「魂を求めれば、性別なんて関係ないですよ。そこにある輝きに触れ、求め、得たいと思う。見た目や立場も関係ない。誰かを想う真なる心だと思いますけどね。まぁいいです。私といればおいおいわかってくると思うので」

　しばらく走り、ようやく新宿に到着した。新宿署の捜査車両用駐車エリアに車を止めて車外に出る。

「目的なくブラブラ歩くんですか？」

「まずは昼にしましょうか」

　おいおい、そう言いかけて我慢する。が、伊澤はずいぶんとご機嫌の様子で、さっきまでの冷たい目つきではなくなっている。そればかりか、なんだか飼い主に散歩をねだる犬のようなまなざしだ。蒼斗はギャップの激しさに思わず生唾を飲み込んだ。

「蒼斗はなにが食べたいですか？」

「……なんでもいいですけど、下の名前呼び捨てってのはどんなもんなんですかね？」

　職務中、職場の上司としてどうか、という意味と、上司とはいえ年上をつかまえてその言い方はどうか、という意味を込めて言ってみる。すると伊澤は屈託なく笑った。

「いいじゃないですか、親しみ感じるでしょ？」

　感じねぇよ、とは言えないのでそっぽを向く。

「怒りました？　でも、うれしいんです。ずっと捜していた蒼斗に会えて、こうやって二人きりで歩いていることが。夢みたいだ」

「……なんかさっきから言動おかしいですよ、参事官」

「外でそれはタブーでしょ」

「わかっています。わざとです。本官と参事官の立場と距離を確認するためのものです」

「距離？」

「警察庁から来ているキャリアと、二流大学出のノンキャリの距離です。どうも参事官はこの距離感を掴めていらっしゃらないようですので」

　伊澤はまた視線を左右に動かしてあらぬ方向を見てから、ニコリと笑った。

「それは職場でしょ。あのいかめしい建物から出たら付き合っている二人でいいじゃないですか」

「いいことねーよ！」

　今度は抑えられなかった。思わず叫んでしまい、周囲の注目を集めて慌てて口を閉じる。ニコニコしている伊澤を睨みつけた。

「勘弁してください。俺、その手の冗談は乗れないので。で、メシ、どうするんスか？」

「蒼斗の好きなものでいいですけど。好き嫌いはないので」

「好き嫌いなら本官もないですよ」

「蒼斗、それはマズいでしょ。外なのだから身分は隠すように」

　わざとだって言ってるだろうがっ、そう怒鳴りたい衝動を必死で我慢する。さっき注目を浴びたばかりだ。それにいい加減、いちいち怒っている自分もなんとかしなければいけない。蒼斗は腹の底に力を入れ、冷静に対応するんだと決めた。

「じゃあ、タメで。ふだん、昼に麺類を食べることができないから、ラーメン食いてぇな」

　張り込み中はパンかおにぎりしか口にできない。待機の時はいつなにが起こるかわからないので、麺類を頼むバカな刑事はいない。だからこんな時ぐらい人気のラーメン店に行ってみたいと思って素直に言ってみた。

「そうですか。じゃあ、行きましょう。あ、蒼斗、私のことは純也でいいですから」

　呼べねぇ……と思ったものの、なんだか反論するのも面倒くさくなってきた。結局、この年下上司のいいようにされているだけではないか、と。

　とかなんとか考えている間に伊澤はどんどん先に進む。目的地が決まっているような足取りだ。

「お勧めの店とかあるんスか？」

　言いつつ、なんだか投げやりになって、ずいぶんエラそうな口調になっていると思った。これはマズいという意識が一瞬脳裏を走ったが、捨ておくことにする。

「知り合いの店があるんです。どんなに混んでいても入れてもらえるから贔屓にしているんですけどね。あ、でも、それは夜だから、ランチタイムはどうなんだろう」

　小首をかしげる様子を蒼斗は忌々しげに見ていた。
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「お兄さん、水じゃなく、こっちを飲んでよ」

　派手な化粧と深い胸の谷間。これだけ見たらころっといきそうになるが、もともとは男だという。その辺りに転がっている女よりも女らしくて美しい。ただ声だけはどうにもできないので、言葉を交わせばすぐにわかる。そして首筋や手元に現れている年齢も。

（四十代後半ぐらい？　もっとかな）

　蒼斗は水を飲みながらぼんやりと思った。

「昨日もへべれけになるまで飲んだから、今日は遠慮したいんです」

「あらぁ～、つれないわね」

　拗ねて見せつつ、手元は水割りを作っている。それから伊澤の前に置いた。

「純ちゃんのカレ？」

「ちげーよ」

　聞かれもしていないのに反射的に答えてしまい、笑いを買ってしまった。当の伊澤は澄ました顔をして、

「嫌われてるのでそれはないよ」

　と、答えた。

「嫌われてるのに連れてきたの？　連れてきたから嫌われたんじゃないの？」

「さぁ、どうだろう。ねぇ、蒼斗、どう？」

　蒼斗は肩をすぼめた。

（だから～馴れ馴れしくすんなよ、上司のくせに。つか、なんで俺もこいつと一緒にカマバーにいるんだ。チクショー）

　口に出して言わないが表情や態度には出ているのでさらなる笑いを取ってしまう。蒼斗は、ふん、と横を向いて手に持っているグラスの水を飲みほした。

「そーとくーん、そんなに怒らないでよぉ」

「疲れているだけで怒ってませんよ」

「そーなのぉ？」

「そうですよ。この人に聞けばわかります」

　昼にラーメンを食べてからというもの、約六時間、新宿の街を歩き続けた。時折、喫茶店に入って一服したが、ほとんど歩き詰めだった。蒼斗的にはそれはいい。よくあることだ。というか、事件が起これば当然のことで、まったく以てどうってことはない。むしろ伊澤が音を上げずついてきたほうが驚いたぐらいだ。が、蒼斗を苦しめたのは、目的がないことだった。目的なく、ただダラダラと歩き回る。これは蒼斗にとっては思いのほかキツかった。

　八時になったので帰ろうとしたら、伊澤がなにも言わずに店に入っていったので、まだ仕事かと思って追随すると、単なる夕食で、それが終わると今度は目的地があるようで早足で歩いていく。別れの挨拶をしていないから仕方がないのでまた追随すると、新宿ゴールデン街にやって来て、狭い階段を上り、今のこの状態に至ったのである。

「まぁまぁ、そんなに怖い顔しないで。男前が台無しよ」

「ルイ、男前なんて死語だ」

「知ってるわよ。でもね、みーんながそろって〝イケメン〟って言うのよ、アタシ一人だけ〝男前〟って言えばインパクトあるじゃない」

「年がバレるだけだと思うけど。もう、ご――」

　ルイという名のこの店のママはニコニコ微笑みながら伊澤の口をガシッと掴んで押さえこんだ。

「純ちゃんでもそれ以上はダメよ～」

　五十代なのか――蒼斗はまたまたぼんやりと思った。

　口を思い切り掴まれている伊澤は無反応のままだ。目がうっすら笑っているようで、ルイは満足げに手を放した。

「純ちゃんのママとは長い付き合いでね。この子がおむつの時から知っているのよ」

「実際、育ててくれたのはルイだけど」

「そうそう。純ちゃんのママ、景子さんは忙しいからねぇ」

「ブラックバーストとガーディアンを探さないといけないのでずっと家にこもりきりなんですよ」

「景子さん、様子はどう？」

「さぁ。しばらく会っていないからわからない。生きていたらいいんじゃない？」

　伊澤が面白くなさそうな顔で言う。何事もないような言い方だが、とんでもない内容だ。蒼斗は呆れた。

「あら、それなら大丈夫よ。一昨日、電話があったから。そろそろ純也が捜していたブラックバーストと出会えそうだって」

「へぇ」

「気配がしたそうなの。ホント、アタシもハンターって連中を何人も見たけど、景子さんほどの人は知らないわ。で、この男前な坊やが純ちゃんの意中のブラックバーストでしょ？　うん、良い顔している。よかったわね」

「ありがとう」

　おいおいおい……と心の中でツッコミを入れながら蒼斗は二人の話を黙って聞いている。尋ねたいことはいっぱいある。しかしながらこの会話に入るがイヤだった。

（巻き込まれたくない）

　もうとっくに巻き込まれていると思うものの、これ以上は勘弁してほしいと思ってしまう。そうは思うが逃れることは不可能だ。むしろますます引き込まれ、深みにはまっていきそうな気がする。

（いや……）

　蒼斗は伊澤とルイが話している様子を見て感じてしまった。自分の中にあった〝わだかまり〟や〝違和感〟がカチリと音を立ててなにかに綺麗にはまったことを――。

（運命？）

　浮かんだ言葉に愕然となる。そんな抽象的なことを信じる気など微塵もない。自分は完全なる現実主義者だ。だから刑事なんて仕事が勤まるのだ。






――すべては必然で、起こった事件には必ず理由がある。俺たちはその必然の存在を追求し、完全に追い詰める。その先にホシがいる。だから妥協は許されない。






　新宿署で地域部から刑事部に異動になり、着任した時に刑事部長に言われた言葉だ。刑事とは何たるかを教示された。それ以後、蒼斗はずっとこの言葉を反芻してきた。

（戒めと思ったんだ。見た瞬間、こいつはワルだとわかることは特殊なことかもしれないが、それを使って手柄を上げるなんて姑息な真似なんかするんじゃねぇって。確かに検挙率は誰にも負けないって自負している。けど、この能力のせいじゃないっていつも――）

　天職だと思って受けた警視庁の採用試験。だが、いざ中に入ると、誰も彼もが他人のために必死で頑張っている。そんな姿を目の当たりにし、衝撃を受けた。身に備わった能力を生かして気楽にやっていこうと思っていた自分が恥ずかしかった。だから必死で先輩たちの背中を追いかけ、落ちこぼれないようについていった。そしてたどり着いたのが「なにか違う、自分がいる世界ではないのではないか？」という疑問。それが今、わかった気がしたのだ。

　なにか強い力で引き寄せられてたどり着いたのではないか、と。

「ねぇ、そーとくん、聞いてる？」

「……えっ？」

「自分の世界に入っちゃって。ヤぁねぇ」

「仕方ないよ。蒼斗は今まで感じたことのない新しい感覚に戸惑っているんだから」

「ガーディアンの」

「そう。しかもただのガーディアンじゃなく、自分にピッタリ合った片割れ、半身である相手だからね。だけどそれが男だから、表の意識に囚われて受け入れられずに抵抗している。ルイ、手伝ってよ」

「わかってるわよ。純ちゃんのそんな嬉しそうな顔を見たらキョヒれないでしょ」

　勝手なことを言ってやがる、そう思うが言葉にできない。伊澤の言うことがいちいち心の中に落ちて響いてくるからだ。体のどこかしらから「正しい」という音がしてくる。回数を増せば増すほど。聞けば聞くほど。そしてイヤだと思うほどに、深いところまで浸透してゆく。

「どーぞ」

　ルイがグラスを置いた。たくさんの小さな気泡がグラスの中で踊っている。氷の表面に付着している気泡はカーキ色のライトを反射させて優美だ。

「うまっ。これ、スコッチ？」

「えぇ。本場で修業しているカレから送ってもらった秘蔵なのよ」

「カレって……」

「ルイの息子ですよ。ゲイのくせに本物の息子がいるんだから」

「くせにってなによ、くせにって。純ちゃん、言葉には気をつけなさいっていつも言ってるでしょ。まったく誰の教育でそんな口悪い子に育ったのかしらね！」

「ルイだよ」

「こらーーーっ」

　刹那、二人は爆笑した。

「にぎやかだね」

「あら、いらっしゃい。どうぞ、こちらにお座りになって」

　客がやってきた。ルイは優雅に立ち上がり、その客をカウンターの一番端にエスコートする。それからすぐに飲み物を作り、置いた。客がなにを注文するのかわかっているようだ。

（常連か）

　と、蒼斗が思うと同時にルイと客の会話が始まる。

「それで、見つかったの？」

「いや、うまく逃げているのだろう。誰に聞いても外見上の特徴から判別できると言うんだ。俺が見つけられないのは、向こうが察して逃げているってことだろう」

「やたらデカいおっさんって特徴だけでわかるものなの？」

「さぁ。でもみな口をそろえてわかるって言うのだから、わかるんだろうさ。歩き疲れた。もう一杯」

　くいっとを飲み干し、グラスを置く。ルイはスコッチのキャップをはずしてそのグラスに注いだ。琥珀色がカーキ色のライトを浴びて麗しく輝く。トクトクという音すら甘美なメロディに聴こえる。

「ルイ、そっちの客、グラスが空いている。作ってやれよ」

　言われてルイはウインクし、蒼斗の前に戻ってきた。

「ダーリンからサービスだって」

「ダーリンじゃないがサービスはさせてほしいところだね。疲れて入ってきたらブラックバーストがいるなんてラッキーだ。幸先が良い。ガマガエルを見つけられなくてもいいって気になってきた」

　男の言葉に蒼斗の指がピクンと動いた。

　どこかで聞いた言葉だ、と。だが、イマイチはっきり思い出せない。

「あら、ガマガエルを見つけなくていいの？」

「渡米するまでの空き時間で受けた話だ。掴み損ねても痛くも痒くもない。俺の自尊心の問題。いずれにしてもここでブラックバーストに会えるとは思わなかったし、気づかなかっただけガマガエルに意識がいっていたようだ。我に返れてよかった」

　なんだかよくわからないが、引っかかる言葉をこの男はいくつも言った。

　蒼斗は改めて男を見た。年は六十前後だろうか。精悍な顔に年輪のような皺が刻まれている。三つ揃えの濃茶のスーツをバシッと着こなしている。鼻の下の髭が男っぽさを強調していて色っぽい。七三にきっちり分け、ポマードで固めている。今時、ポマードかよと一瞬思ったものの、実にダンディで同性ながら見惚れるレベルだ。

　が、蒼斗の意識を奪ったのは〝目〟だった。隙のない目は獣のように鋭い。

　例えるなら、野獣――。

（こいつ、玄人だ）

　それは直観だ。だが培った刑事としての勘だ。間違いない。

（獣の頭じゃなかった。それでこの迫力。俺たち側かもしれないが――）

　きっと、目的のためなら手段を選ばないタイプだ。

　背筋に冷たいものが走る。武者震いのような感覚。

「今回のブラックバーストは完全な光側のようだ。三か月前に会ったブラックバーストはどうにもならないレベルの闇側で、手の施しようがなかったからな」

「どうしたの？」

　男はニッと口角を吊り上げて細く笑った。

「聞くな。そこのボウヤは警官なんだろ？　ヤバいだろうが」

　伊澤を見て揶揄するように言う。それで結末がわかった。

「あら、漣さん、知っていたの？」

「景子さんの息子だろうが。よく似ている」

「へぇ」

「目つきがな。目的のためなら手段を選ばない冷酷な女だ。同じ目をしているから、ボウヤも同じだろう」

　どっちが。

　蒼斗が思った言葉は、ルイの、

「目糞鼻糞を笑うっていうのよ」

　という言葉によって男に伝えられた。

「ハンターだからな、俺たちは。情けをかけてちゃ身が持たない」

　その時、伊澤がカタンと音を立てて立ち上がった。

「純ちゃん」

「そろそろ帰るよ。蒼斗、行こう」

「え……」

「また来てね」

「あぁ」

　伊澤は男に軽く会釈をすると、蒼斗に顔を向けることもなく店の扉を開けて外に出てしまった。

「そーとくんもまた来てね」

「失礼します」

　慌てて伊澤の後を追う。が、扉を閉める瞬間、もう一度男を見ると、その男はグラスを持ち上げて左右にゆっくり揺らしていた。氷が静かな店内でカランカランと高い音を発している。

　蒼斗はそっと扉を閉めた。

「なにをやっていたんです？」

「ママさんに挨拶していただけ」

「もう一軒行きませんか？」

「ヤだよ」

「……そうですか」

　なんだかずいぶん不機嫌だ。庁舎を出てからというものの、まるで仔犬のようなまなざしで蒼斗を見ていた伊澤だったのに、急に様子が変わってしまって驚かされる。伊澤は蒼斗を無視して歩き始めた。その背をほんのわずかな時間眺めてから、蒼斗は追いかけた。

「もう勤務時間じゃないのでいいですよ、付き合わなくて」

「…………」

　まるで拗ねた子どもだ。蒼斗は返事をせず、黙って少し後ろについて歩いた。

　新宿ゴールデン街を出て歌舞伎町二丁目に向かう。ここにも行きつけの店があるようで、伊澤の足には迷いがない。細い路地に入ると、すぐ側にある扉をあけた。

　薄暗い店内。六人掛けのカウンターと二人席が三つほどある小さなバーだった。カウンターの奥に立っているのは蝶ネクタイをした中年の男。ほかにスタッフの姿はない。ついでに客の姿もない。

「マティーニ」

「そちらの方は？」

「あ、俺はバーボンのロックで」

　バーテンダーがうなずくのを見てから顔を伊澤に向けると、すでに二人掛けのテーブルに座ってそっぽを向いていた。

「なにを怒ってるんだよ」

　なにを怒っているんですか？　こう聞くべきかどうか悩んだものの、ここまできた以上今更いい子ぶるのはやめた。

「…………」

「男前が台無しだけど」

　そっぽを向いた顔がさらに横を向く。

「お待たせしました。マティーニとバーボンロックです」

「マティーニもう一つ」

　蒼斗が「え？」と問う間もなく、伊澤は置かれたマティーニを一気飲み干した。

「おい、大丈夫かよ」

「…………」

「人の急所銜えて悦んでいたヤツがガキみたいに拗ねてさ。なんなんだよ」

「……悪かったですね、ガキみたいで」

「さっきの七三、ワルではないのに気に入らねぇのかよ」

　その瞬間、伊澤がムキになったように鋭く睨んできた。

「俺は一課のデカだ。ぼっちゃんの睨みなんてそよ風にも及ばない。で、あの男になにかイヤな思い出とかあんのかよ。あんたの母親の知り合いみたいだったけど。まさか、愛人とか言わねえぇよな。ジョークにもなんねぇ」

「同じハンターなので信頼のおける相手なら情報を共有します。漣さんはずば抜けたハンターなので母とも懇意にしているはずです」

「はず？」

　蒼斗の手の中で氷がカランと音を立てる。そこにすっと現れたバーテンダーがマティーニをそっと置いた。

「もう一つ」

　伊澤がまた一気飲みする。バーテンダーは空になったグラスを手に持って身を翻した。

「さっきルイが言ったでしょ。俺はルイに育てられたも同然で、あの店の、カウンターの端っこに座って勉強してきました。母の顔を見ることはめったにない。母は鍵をかけた部屋に閉じこもり、ずっとブラックバーストとガーディアンを探しているのです。さすがに合い鍵は持っていますが、許可なく入ったら叱られるので呼ばれなければ行きません。おそらく、死ぬまで続くでしょう」

「そこまでする理由は？」

「ブラックバーストを闇側に行かせないためです。自分にフィットするガーディアンと出会えば安定して暗闇に堕ちることはないので」

　伊澤の話はやはりよくわからない。だがしかし、体の奥底は受け入れている。これがずっとわだかまってきた自分の中の違和感や疑問の答えだと、どこかで理解している。

「漣さんに怒っているわけじゃありません。俺は――」

　再び運ばれてきたマティーニを伊澤はまたしても一気飲みした。

「もう一杯」

「よせ。マスター、水をくれ」

「かしこまりました。ですが」

　思わぬ言葉に蒼斗は驚いてバーテンダーを見上げた。

「純也くんがここまで乱暴な飲み方をするのは珍しい。よほど腹に据えかねたことがあったのでしょう。飲ませてあげてください」

「――――」

　軽く会釈をしてカウンターに戻っていくバーテンダーの様子を眺めてから顔を伊澤に戻すと、伊澤はやはり怒ったようにそっぽを向いている。

「どうしたんだよ」

「いいですよ、俺のことは。それより、いろいろ聞きたいでしょ、聞きなれない単語のこと。なんでも答えます。尋ねてください」

「……いきなり言われても。あ、ブラックバーストって善人じゃないのか？」

「決まっていません。善人として社会に貢献する者もいれば、大罪を犯す者もいる。社会とはまったく無関係に、自らのサクセスを謳歌する者もいる。我々は大罪を犯す者にさえならなければいいと思って活動しています。朝も言いましたが、ブラックバーストの力はブラックボックスなんですよ。中身はなにかまったくわからない。いつ豹変するかもわからない。そういう存在です」






――今回のブラックバーストは完全な光側のようだ。三か月前に会ったブラックバーストはどうにもならないレベルの闇側で、手の施しようがなかったからな。

――どうしたの？

――聞くな。そこのボウヤは警官なんだろ？　ヤバいだろうが。






　あの男はどうにもならないレベルだと評した者を始末したのだ。

（やっぱり手段を選ばねぇヤツってことだ。けど……）

　チラリとそっぽを向く伊澤に視線をやる。

（こいつらの関係者ってことは、普通にバラしたわけじゃねぇってことだ。きっと、法廷では裁けない。どっちも）

　またマティーニが運ばれてきた。それに手を伸ばそうとした伊澤の手首をとっさに掴む。

「マスター、水が先だ」

　バーテンダーはわずかにうなずいて水を運んできた。

「こいつを飲み干してからだ」

「…………」

「でないと、明日辞表を出す」

「……辞めても追いかけると言ったでしょ？」

「俺は人を殺めても反省しない連中を何人も見てきた。頭が獣の連中だ。あいつらは法廷で裁かれても反省しない。だが、法の下に裁かれて刑期を終えれば無罪放免だ。遺族は浮かばれないだろう。そういう連中のことを真剣に考えたらはらわたが煮えくり返る。裁きもいらねぇ。俺がこの手でその首掻っ切ってやりたいと思う」

「……水一杯のために俺のブラックバーストが闇に堕ちたら大変だ」

　伊澤は掴まれていないほうの手でグラスを持ち上げ、それを飲み干した。

「これでいいですか？」

「交互だぞ」

「わかりました」

　蒼斗は手を放した。

　酒と水を交互に飲め、今、確かにそう言った。それが間違いであったことを蒼斗はすぐに悟った。もう遅かったのだ。

　間もなく伊澤が酔いつぶれて寝てしまったのだ。どれだけ揺すっても、うんともすんとも言わない。寝息さえ聞こえないレベルで、死んだのかと思うほどだ。

「ヤベぇって、起きろよ」

「この先に『カンパネラ』ってホテルがあります。そこも純也くんの顔なじみがやっているので、運んでやってもらえませんか。一〇〇メートルほどの先ですから」

「すみません」

「いいんですよ。このあたりは純也くんの庭ですから」

「……歌舞伎町出身なんですか？　俺、今日会ったばかりなんです」

　嘘だが、昨夜は偶然のことだ。これぐらいの嘘は誤差の範囲内だろう。

「えぇ。彼の母親は関係者には知られた存在でね。シンパたちが彼の面倒を代わるがわる見てきたんですよ。景子さんに救われた者も多い。それにこの顔でしょ。頭も抜群にいい。小さい頃は王子と呼ばれていましたね」

「わかる気もしますが……あ、飲み代」

「いいんですよ。この界隈、純也くんを知ってる店で彼から金を取る者はいないです」

「でも、それだったら無銭飲食ですよ」

「違います。我らが王子に召しあがってもらっているんですよ。さぁ、早く行って、寝かせてあげてください」

　追い立てられるように店から押し出されてしまった。蒼斗は肩を伊澤に貸して引きずるように歩かせた。

（あれか）

　言われたホテルが見えた。電飾に飾られたいかにもという感じのラブホテルである。エントランスに入って空いている部屋の鍵を取り、エレベーターに乗り込んだ。

「しっかりしろよ」

「…………」

　すっかり夢の中のようだ。

　部屋に到着し、鍵をあける。そして中に入った。

（うっわー。今時じゃねぇ～）

　一昔前のレトロさを感じる。置かれている大人の玩具はどれも最新のものだが、壁や天井は年代を感じさせた。

　奥のダブルベッドに伊澤を寝かせる。それから伊澤のネクタイを緩めて抜き取った。さらにワイシャツのボタンもいくつか外してやる。

（ったく、世話をかけさせやがる）

　ホッと吐息をつき、身を起こした。

　さて、これからどうするか、思案のしどころだ。時計を見たら十二時を少し回っている。走れば終電に間に合いそうだが、クタクタでそんな気力はない。

（寮までタクシーかな）

　伊澤の知り合いがやっているホテルならこのまま置いていっても大丈夫だろう。そう思って立ち上がろうとしたら――。

「おわっ」

　いきなり首根っこを掴まれて引っ張られた。

「なにしやがるっ！」

　引き倒されたそこへ、伊澤の体重がずっしりと圧し掛かってきた。

「重いじぇねぇーか！」

「蒼斗が漣さんに見惚れているからだ」

「……はぁ？」

「確かに漣さんは野獣のようで、色っぽい。六十の還暦をすぎても艶は失わないし、ますます男っぽさが増してかっこいい。けど、俺の、目の前で見惚れるなんて、ひどいじゃないかっ！」

「お前……」

　つまりは妬いてやけ酒を煽っていたというわけか。

「蒼斗、こんなに好きなのに――」

「よせよ！」

　ぎゅうっとしがみついてくる。だが、酔いのせいかめまいがするらしく、イマイチ視線が定まっていない。

「蒼斗……」

「大丈夫かよ」

「蒼斗の声がエコー掛かって聞こえる。耳に一枚膜が張ったみたいな感じ」

「飲みすぎだ」

　とはいえ、エラそうなことは言えない。昨夜は自分だってやけ酒を食らって、今朝は力いっぱい二日酔いだったのだから。

「おかしいなぁ。そんなに飲んだっけ？」

「飲んだよ。マティーニ何杯も一気飲みしやがって」

「目、閉じているのに頭の中がクラクラする」

「だから飲みすぎだって言ってるだろ。知り合いがここのオーナーなんだろ？　おとなしく寝とけよ、ほら、どけって」

「蒼斗……？」

「帰らせてもらう。参事官は重役出勤が許されるのかもしれないけど、下っ端兵隊の俺は就業時間を守らないといけないんだ。じゃあな」

　が、伊澤は許してはくれなかった。再びギュッと力の限りしがみついてきた。

「放せってば」

「イヤだ」

「ちょ――！」

　柔らかな唇が強く押しつけられて蒼斗の呼吸を苦しめる。なんとか引き剥がそうとするのに、ガッチリと腕を背中に回されて振り払えなかった。

「う、……ん」

　喉の奥で声にならない音が低く響いている。

　あまりに強引で、それでいて子どものおねだりのような無邪気さで、蒼斗の唇を貪る。

「は、っつ……やめ、ろ」

「蒼斗……」

　首筋で名前をささやかれ、熱い吐息がかかる。全身がゾクッと震えた。

「蒼斗、好きだ」

「…………」

　今は酔っているが、伊澤のまなざしは昼からずっと切なく揺れていた。今にも泣きだしそうなそれで、蒼斗は言葉を失った。この男は、ようやく巡り合えた意中の男に湧き上がる想いをずっとこらえていたのだ。それが、漣という名のハンターが現れて掻き乱されて取り乱した。やり場のない嫉妬を酒にぶつけたのだ。

「蒼斗……本当に会いたかったんだ。俺の、蒼斗。絶対に放さないから」

　今までのイメージとは別人のような口調、まなざし。迷子になった子供がようやく親を見つけて縋りつくような。

「……そんなの、信じられるかよ」

「本当だって！」

「会ったこともないヤツを好きになんかなれるか。思い込んでいただけだ」

「そんなことない！」

　ますます強く抱きしめてくる伊澤を突き放すことはしなかったものの、言葉を受け入れる気にはなれない。

「俺はデカで犯罪者の取り調べをやっている。いろんなヤツがいるけど、自己陶酔や思い込みで事件を起こすヤツもいるんだ。お前はそのよくわからない世界観で俺を運命の人だと思い込んでるだけなんだ」

「ちがう！」

「ちがわない。誰かになにか言われてそう信じているだけだ」

「ちがう！」

「だったら俺のなにを知っているっていうんだ。俺のどこに惚れたっていうんだ。なにも知らねぇだろうが。俺の生い立ちも、過去も、家族も、なに一つ知らないだろう！」

「いやだ！　離れたくない。蒼斗は俺のもんだ！」

　首筋に唇を当て、舌で這わせる。それがゾクリとあらぬ感覚を呼び起こす。蒼斗は圧し掛かる伊澤を押しのけようとするものの、本気でしがみついてくるのでそれができなかった。

「いい加減にしろ」

「でも、肌がざわめいてる。感じるでしょ？」

「キモいんだよ」

「ウソだ。わかるよ、ほら、体はイヤがってない」

　ワイシャツとアンダーをスラックスから抜きだし、内部に手を侵入させる。硬い筋肉の上を伊澤の温かな指が這いまわった。

「やめろって。マジでキモい」

「昼間はイったくせに。俺に銜えられて、悦んでいたくせに」

「てめぇっ！」

「いいんだ。嫌ってくれていい。でも、俺は離さないし、離れない。信じなくていい。俺がわかっていればいい。俺が蒼斗の半身だってこと。いつか蒼斗が理解できるまで、ずっと待ってる。けど、体はムリ。肉体の欲望は抑えられない」

　首筋を舐め回しながら、器用に蒼斗のベルトのバックルをはずし、ファスナーをおろした。

「よせって――あっ」

　ボクサーパンツの上からぎゅっと握りしめられて痛みと妙な感覚が全身に走る。

「感じているはずだ。性欲の話じゃないよ。相性のいいブラックバーストとガーディアンは吸引し合う。それは心地好いからなんだ。俺、今、すごく気持ち好い」

「…………」

　否定できない。蒼斗は認めたくないものの、とっさにそう思った。

（確かに、なんとも言えない心地好さがある。温かいというか……なんか、浮遊感みたいな……心を持っていかれそうな不思議な恍惚感が……）

　首筋が緩んで蒼斗はぼんやりとネクタイを取られたことを感じた。そこから急に息が苦しくなる。キスされていることを悟る。蒼斗は自分が目を閉じ、力を抜いていることに気づいた。完全に弛緩していたのだ。

（なにをやってる……こいつ、男なのに……）

　とはいっても、女にやってもらったことはない。というか、女とはセックスの経験はあっても思い合っての交際の経験はないので、常に自分が満足すればそれでよかった。それは自分が持っている独特の能力に関係している。性欲はごく普通にあるのに、女に特段の欲望を覚えない。頭が獣でなくても、なんとなく女の打算的な目に嫌悪感を抱いてしまうのだ。

　それでも血気盛んな高校時代はキスもしたかったし、女とヤリたいと思って告白してくる相手と何度か最後までいったこともあったが、そこまでだった。高まった性欲が解消されたら、求められることが面倒になってしまう。

　かっこいい男と付き合っているとでも言いたそうな態度、お姫様のように扱ってほしいと訴えてくる言葉、なんだかよくわからない優越感に浸った顔、どれもこれも蒼斗をしらけさせた。

「んん……」

　完全に弛緩した手で伊澤の腕を掴んだ。いや、掴んだというよりは、触った程度だ。触れた手から体温が伝わってきて、また一段心地好さが増した。

　ちゅっちゅっとキスの音がする。時折強く吸引される。蒼斗はぼんやりと体の各所で受ける伊澤の吐息や唇や肌の様子を感じていた。

（こいつ……盛った犬みてぇだ）

　もう抵抗する気力もない。耳元で蒼斗、蒼斗、と繰り返し名前を呼ぶ声が聞こえる。甘くて切ない声だ。

「好きだ」

（だから、違うって）

「蒼斗」

（思い込んでるだけだ）

　ふわふわとした浮遊感。腕、胸、腹、太ももと、温かい感触が起こる。そして――。

「あっ」

　ペニスを握りしめられた。

「芯ができ始めてる」

（うるせぇ。放しやがれっ）

　そう思うのに、身動きできない。

「ぅ、くぅ……そこっ」

　亀頭の先端を指の腹で撫でられて体がビクッと跳ねた。

「あ……っ」

　何度も何度も擦られ、自分でも急速に変化していることがわかる。伊澤の手の中で放出を求めて硬くなってゆく。蒼斗は目を閉じて顎を突き出すように熱い息を吐き出した。

「色っぽい。蒼斗」

　今度は唇に柔らかなキスが落とされる。もうここまできたら後戻りはできない。そのほうが苦しい。男だろうが誰だろうが、高まった熱を早く放出したくて必死に足掻いた。

「で、でそう……」

「まだ、早い。これからだって」

　今度は根元を強く握られて扱かれる。強く弱く、緩急の効いた手圧にペニスだけではなく全身がわななく。マグマのように熱い欲望の塊が腰から頭を貫くように突き上がってきて蒼斗の心を焼きつくした。

「くぅ！」

　自然に腰が動いている。赤黒く充血し、腹に付きそうなほど反りあがったペニスを伊澤が口に含んだ。

「あああっ！」

　生温かくて柔らかいくせに芯のある舌先が充血した欲望の滾りを丁寧に舐め、さらなる快感を与えようとする。もう次はイク、そう思うのに、また違う愉悦が襲い、まだなのかと心が騒ぐ。

「は、早く――」

「イキたい？」

　コクコクと我慢できずに頷いた。

「だったら、イカせてくださいって懇願してみてよ」

　蒼斗は限界の中で目を見開いた。その目が苦痛に揺れている。

「さっき、エラそうに怒鳴っただろ？」

「だ……て、あんな……もう」

「ちょっとずつ垂れ流して、中途半端に終わらせてやろうか？」

「――――」

「イヤだよね？　だったら俺に懇願するんだ。純也、イカせてくださいって。これからはなんでもいうことを聞くって。純也のパートナーとして生きてゆくって。ほら、言えよ」

「ううっ」

　ズッと強く吸い込まれて強烈な快感が全身を襲う。もう限界値を越えようとしている。もうすぐそこにある。きっと一歩もない。半歩未満だ。それなのに、そこに行けない――。

「い、ざ――」

「苗字じゃないよ。二人きりなんだから純也でいいんだ。ねぇ、蒼斗、意地悪しないで俺のこと純也って呼んでくれよ。俺がどれほど蒼斗に名前を呼んでほしかったかわかる？　ずっと夢見ていたんだ。早く！」

　親指とおぼしき指の先が熟れた亀頭の先をグリグリと撫でまわす。皮膚が揺れて引っ張られ、蒼斗は目の前で星が飛んだ気がした。快感の世界は半歩より近い。

「イカせて……純也……頼むから、もうム、リっ！」

　両腕を伊澤の背に回して力の限りしがみついた。すると今までにはなかったスピードで扱かれ、蒼斗の視界が白く染まってスパークした。

「――――――――――！」

　迸る滾りを放出すると、ドッと熱いものが溢れ飛んだ。だが、その白濁の快感はすべて伊澤の喉の奥へと消えていった。

「…………」

　視界に手の甲で口元をぬぐう伊澤の様子が映ってる。

「どうしたの？　蒼斗？」

　にこっと屈託なく微笑む顔をぼんやりと見つめながら、なにが起こったのかを改めて感じた。

（こいつ……本気で……）

　そう思うが、体は痺れていて金縛りに遭っているかのように動かない。そんな蒼斗の足首を伊澤はおもむろに掴み、持ち上げた。

「……え」

　伊澤は自らの双肩に蒼斗の足をそれぞれ乗せる。そして前のめりになりつつ身を寄せてきた。

「ちょ――」

「自分一人だけ気持ち好くなってズルいでしょ。俺だってもう我慢の限界。というか、俺のほうが蒼斗とヤって早くイキたいのに」

　生まれてはじめて他人の勃起を見た。強姦犯を捕らえたことは何度かあるが、それは事が終わった後のことで、こんな風に今まさしく勃たせている姿は一度もない。

　圧倒的な存在感は当たり前のこととはいえ、伊澤が欲情していることを示している。蒼斗はふと、痴漢をされた女が助けを呼べず無言で震えている理由を痛烈に悟った。確かに恐ろしいことだろう。男の雄の部分が力を持って迫ってくることが、これほど威圧的だとは。愛がなければ受け入れらないはずだ。もちろん、打算は別だが。

「それ……」

　言いかけて口をつぐむ。これからなにが起こるのかなど聞かなくてもわかる。自分は男なのだから、伊澤の棍棒を受け入れる場所は一つしかない。

　まさか、と思った。だが、その〝まさか〟が迫っている。蒼斗は逃れようと弛緩する体を動かそうとするものの、痺れはまだ取れていなくて動かなかった。

「ちょっと待って」

「ムリ」

「やめろって！　イヤだ！」

「……じゃあ、仕方がない」

　体勢が変わった。足は解かれ、ベッドに落ちる。

「なにしやがる！」

　怒鳴って蒼斗は息をのんだ。伊澤が微笑みながら片手を伸ばし、指先で蒼斗の唇に触れたかと思ったら口の中にその指を突っ込んできたのだ。

「ぅ、ぐっ」

　苦しくて喉の奥が鳴る。と同時に唾液が溢れ始めた。伊澤は指を泳がせ、唾液でいっぱいになった蒼斗の口内を翻弄した。

「は、はぁっ」

　伊澤が指を引いたので大きく息を吸い込むと、口角から溢れた唾液が流れ出すが、苦しかったのでかまわず呼吸を繰り返す。

「蒼斗」

　呼ばれたと同時にひっくり返された。腰を掴まれたかと思うとグッと持ち上げられる。

（えっ、これ！　ちょっと待て）

　思うが早いか、四つん這いのまま逃げようと手を突いて前に進もうとする。が、無駄だった。引き寄せられ、そして激痛が襲った。

「ひぃっ」

　とはいえ、それは伊澤の棍棒ではなく、蒼斗の唾液が絡みついた指だった。

「あっあっあっ」

　肛門の浅い部分を伊澤の指が翻弄する。くちゅくちゅと音を立てつつ周囲を刺激しながら、少しずつ奥へと進んでゆく。痛みが増してめまいが起きた。

「やめろっ」

「このへんかな。もう俺、限界だ。早く入りたいっ」

　グイッと押し込まれた瞬間、強烈な快感が頭の先まで走った。

「ひゃああ！」

「あ、ここだ。どう？」

　他のどこも痛みと妙な感じしかしないのに、ここだと言われた場所だけは猛烈な快感が突き上がってくる。蒼斗は両手でシーツを鷲掴みにして震えた。体全体が痙攣するかのようにヒクヒクと引き攣る。

「やめっ……がっ……！」

　快感が爆ぜる。どうにもできない苛烈な悦楽。目の前が白く光り、霞んでなにも見えない。そこへ快感に負けないほどの鋭利な痛みが突き刺さった。

「――――――！」

　声すら出ず、ただ口をパクパクと開閉するだけだ。それも、無意識に。

「くぅ、すげぇ、いいっ」

　遠くで伊澤の声がする。なにを言っているのか、言葉は聞きとっているのに理解することができない。いや、すでに音と化している。

「そんなに絞めないで……出そうだ」

「――――――」

「もっと蒼斗を感じていたいんだ。待ってよ……ううう」

　グッと強く穿ち、それからゆっくりと引く。細い管が収縮するのがわかる。その度に蒼斗の口から荒い息が吐かれる。何度か繰り返すと、そのスピードが速くなってきた。

「あ、やめ――いざ、わっ、さんじか――あああっーーーーー！」

　視界がチカチカと光って感情が沸騰している。抽送が頂上を目指してなされ、蒼斗を高い世界へと導いた。

「ぐうぅ――」

　後ろから呻るような低い声が響くと、体の内部で熱いものを感じた。同時に背中から温かな体温と圧迫感が伝わってくる。

「蒼斗……蒼斗……」

　子供が親にすがるような、そんな感じだった。

（……俺……このまま、どうなっちまうんだろう……）

　まだ伊澤がいる。細い内部が伊澤を捉えていて、萎えてゆく様子を伝えてくる。蒼斗は目を閉じてぼんやり思った。

（こんな屈辱……でも……でも……逃れられない宿命のような気がするのは……なんで？）

　意識はそのまま深い海の底へ沈んでいった。

















第三章　爆ぜる












　ザーザーと水が流れる音に気づいて蒼斗は目を覚ました。

（雨？）

　と、思ったが、すぐになんの音か理解した。シャワーの音だ。その証拠に、間もなくぴたりと止まった。そして扉が開く音がして、腰にバスタオルを巻いた伊澤が現れた。

「あ、蒼斗、起きてたんだ。おはよう」

「…………」

　髪から滴をしたたらせる姿は見惚れるばかりに美しい。鍛えているのだろう、胸筋が適度に張っていてこれも妙に色っぽく見える。

「どうしたの？　蒼斗もシャワー浴びたら？」

　言われて身を起こした。

「く！」

　肛門とその奥から激痛が走った。

「蒼斗？」

「なんでも……」

「はじめてで痛む？　今日は出張にしておくよ。痛みが引くまで休んでいこう」

「そんな怠慢許されるかよ」

「いいんだ。俺たちは特別捜査の任務に就いているから。長官も総監も了承の上だ。警務に電話しておくから大丈夫」

　話を聞いていて、次第に怒りが湧いてくる。警視庁に受かり、警察学校に入学して以来今まで手を抜いたことは一度もない。特に自分が甘かったと思って以来は努めて厳しく律してきた。でなければ職務だというだけでは被害者に寄り添えないからだ。犯罪者を捕まえる、所詮他人事だ。だからこそ、己に厳しく、妥協を許さず、やってきたのだ。そして、一度緩むとなかなか元に戻せないものだ。

「お前は休んでも俺は行く」

「蒼斗」

「どうしても休めというなら、病欠で寮に戻る。ここにはいない」

「……昨夜のことを怒ってる？」

　怒っている。確かに怒ってはいる。だが、これは刑事としての矜持の問題だ。

「蒼斗？」

「お前はなにもわかっちゃいない。男にケツの穴を塞がれたからって怒ってちゃデカなんかやってられない。大げさだと笑うなら笑え。でも、俺たちは、命張ってこの仕事に就いている。机に向かって腕を組んでいるお前らと一緒にしないでくれ」

「――――」

「現場はいつだって壮絶なんだ。マルガイもマルガイの家族も、地獄の中で犯人逮捕を待っている。いや被害者だけじゃない。マルヒの家族だって地獄だ。ケツにチンポ突っ込まれたぐらいで動揺なんかするかよっ」

「蒼斗……でも」

「うるせぇ！」

　そのまま無理をして立ち上がる。蒼斗は呆然としている伊澤を無視してバスルームに向かった。

（チクショー）

　熱い湯を頭から浴びたらさらなる怒りがこみ上げてきた。伊澤に対してではない。自分に対してだ。

（なにカッコつけてやがる。思いっきり怒って、動揺しているくせに。ウソつきやがって！）

　ガン！　と拳で壁を殴りつけた。響く痛みが胸に沁みる。

（クソッ）

　さらに許せないのは、伊澤から感じる体温が体の快感ではなく心の快感として伝わってきたからだ。自分には他人にない能力がある。その戸惑いや恐怖、違和感、それは理由のわからない渇きとなって絶えず蒼斗を苦しめてきた。






――孤独。






　ハッと息を呑み、天井を見上げる。

　伊澤もきっと同じ渇きに苦しめられ、その渇きを潤す存在が蒼斗であると思っているのだ。いや、確信している。では、自分は？　そう思うと、否応なしに理解してしまうのだ。伊澤の言うことが正しいということを――。
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（そんな――）

　激しくかぶりを振り、あらぬ感情を心から追い出そうとした。

（認めない。俺のこの渇望を満たすのが、あいつだなんて、絶対認めない。俺は普通じゃないものを持っているからこそ、普通の人間でいたいんだ。あんな野郎が言うような世界になんか行きたくない。普通に結婚して、子供ができて、家庭を……）

　今度はギュッと目を閉じた。

　記憶がよみがえる。

　犬。猫。鶏。鼠。牛。狼。虎……獣の頭たち。

　この世にいる悪党ども。なぜそれが俺にだけわかるのか。なぜ俺にだけ見えるのか。いつも疑問で、その答えを探し求めていた。

　知りたかった。自分が化け物なのかどうなのか。そして仲間が欲しかった。このことを共有できる誰かに会いたかった。ずっと。

　三十になって、諦めることにした。知ったところで意味はないと思ったからだ。そんな時に現れたのだ、伊澤純也が。

（あいつ……半身だと言いやがった）

　蒼斗は素早く頭と体を洗い、バスルームを出た。洗面台の鏡に映る自分を見つめ、苦笑を浮かべる。

「ひでぇ顔……」

　つぶやくように言うと、バスタオルで髪と体を拭いて腰に巻きつけ、部屋に戻る。

　ベッドの縁にはさっきの姿のままの伊澤が項垂れたように座っていた。それを無視して床に散らばっている自分の服を拾い上げる。伊澤はこちらを見つめるだけでなにも言わない。さっさと身なりを整えた。

「参事官、一度、寮に帰って着替えてきます。お先に失礼します」

　軽く礼をして身を翻した。やはり伊澤はなにも言わない。言っても無視するつもりだ。

　靴を履いて扉を開けると、振り返って礼儀正しく礼をしてゆっくりと閉じた。

「ケツの穴が痛てぇや……」

　わずかに呟くと、小さく吐息をつき、歩きだした。






＊＊＊＊＊






　着替えて本庁舎にやってくると、エントランスで真田とバッタリ顔を合わせた。

「よう、あおちゃん。浮かない顔してどうしたよ。さっそくスーパーエリートの機嫌を損ねたか？」

「やめてくださいよ。シンさんこそ、聞き込みですか？」

「いや、ちょっとスキンシップ」

　と、その言葉に真田のやや後ろにいる女が苦笑を浮かべた。蒼斗と同い年ぐらいだろうか。目がつり上がっていて、いかにも性格のキツそうな女だ。

「いいですねぇ。真っ昼間から」

「だろ？　戦々恐々だよ。手加減してもらおうと思ってゴマすりタイムだ」

「真田さん、冗談はそこまで。引き継ぎの内容を教授していただくんです。恥ずかしい話ですが、刑事とはいえ楽な仕事をさせていただいておりましたので」

　真田がそっと「田園調布だったんだ」と耳打ちした。

「なるほど」

　金持ちの街なので子どもの誘拐や強盗が発生しやすい傾向にあるが、基本、静かなところで所轄としては比較的ゆっくりしているだろう。

「じゃあな」

「いってらっしゃい」

　真田が軽く手をあげ、女は会釈をして歩き去っていった。それを羨ましいと言いたげなまなざしで見送り、蒼斗はエレベーターに乗り込んだ。

「あ、しまった」

　条件反射で六階を押してしまい、慌ててボタンを押し直す。それからため息をついた。

（ヤだなぁ。いろんな意味で……さっきは雰囲気と勢いであんな言動を取っちまったけど、やっぱりあいつは参事官で警視だもんな。雲の上だし……ヤベぇよ。ちょっとマジで頭の中リセットしねぇと……）

　もう一度、両肩を大きく揺らして深いため息をつく。同時に上昇が止まり、扉が開いた。それを無視して「閉」ボタンを押してやり過ごす。また上昇が始まって蒼斗の体を浮遊感が包んだ。

　はぁ、とまたしてもため息。間もなく上昇が止まり、扉が開いた。嫌がっていても仕方がない。今は伊澤参事官の執務室が蒼斗の職場なのだ。

　ドアノブを掴んで回し、扉を開けて固まった。

「――え」

　部屋の奥、窓に背を向ける形で置かれている重厚な机に伊澤が向かっている。書類を読んでいたようで、右手にＡ４サイズの紙を持っていた。

「あ、の」

「なにか？」

「あ、いえ……遅くなってすみません」

「いいですよ。寮に寄っていたら仕方ありませんし、待っている間に必要なことは終えられましたから」

　言いつつ、紙を置いてハンコを押す。それから立ち上がった。

「行きましょうか」

「行くって？」

「昨日と同じです」

「いっ」

「あなたが街を歩いていれば、デストロイヤーたちは反応するはずです。食らいついた者を捕らえる。それが我々の目的であり、仕事ですから」

　また数時間、目的なく街を練り歩くのだ。それを何日も何日も繰り返す。蒼斗は目の前が暗くなるような錯覚に陥った。

（マジかよ……ひぃ）

「もう夜まで引っ張りまわしませんから安心してください」

「…………」

　うっすら微笑み、歩き始める。蒼斗の前を通り過ぎるとさっさと執務室を出て廊下を進んだ。蒼斗が慌てて後を追う。

　話しかけたかったが、内容にしても言葉遣いにしても、なにを言ったらいいのかわからず、結局無言で少し後ろに従い、エレベーター前に到着したら素早くボタンを押した。

（い……居心地が……）

　キャリアの執務室が並ぶ階層なので人通りはまばらだ。誰が見ているわけでもないのに、なんだか非常に居心地が悪い。怪しい汗まで流れてくる。それでも不快でないのが不思議だ。

　確かに伊澤の傍に立つと、言葉にできない安心感を覚える。けっして不安を抱いているわけでも、心配事があるわけでもない。恐れていることなどもっとない。それなのに妙にホッとするこの安堵感はなんなのだろうか？

（これがこいつやルイさんが言っていたことなのかな……でも、それだったら……）

　今後ずっと伊澤と共に過ごすことになるのか？　上司と部下ではなく、パートナーとして。

（いっ！　それはねぇだろうっ！　俺は普通に女と結婚して、子どもができて、ごく普通の家庭を……）

　そう思うが、イメージが湧かない。逆にいつまで経っても、ストイックに犯人を追いかけている自分の姿しか思い抱けない。そしてその横にいるのは――。

　そこまで考え、ゾクゾクと震えた。武者震いのようなそれに驚く。蒼斗は知らず知らずのうちに伊澤純也という存在を受け入れている自分自身に戦慄した。

　感情では拒んでいるが、無意識下では許容しているとは。

（いや、違う。そんなことはない。俺は年下の男に惹かれるようなことはない。絶対に！）

　捜査車両が止められている駐車場に向かい、覆面パトカーに乗り込む。エンジンをかけつつ、伊澤がシートベルトを締めたことを視界の端で確認してからギアを入れてアクセルを踏んだ。

「新宿でいいんですよね？」

「えぇ、それで結構です」

「…………」

　なんだか朝一番と違って冷たい口調じゃねぇか、と思うものの、反省しての行動ならありがたいと喜ぶべきことで、怒るなど以ての外だ。そう理解はしているものの、なんだか釈然としない。かといってこちらから話しかけるのは負けたような気がしてもっとイヤだ。

（……俺、ガキみてぇだ）

　結局、なにも考えず、運転に集中することにした。

　東京の道路はどこもかしこも混んでいる。人も多いが車も多い。桜田門から新宿に行くまでのわずかな距離なのに、なかなか進まない。慣れていることとはいえ、今日はいつもより混み合っているような気がした。

「事故でしょうか？」

　その時、伊澤が車窓を眺めながらつぶやくように言った。

「でしょうかね」

　どこか通行止めにでもなっているのか？　そう思った時、後方からパトカーがサイレンを鳴らして近づいてきた。さらに無線からは基幹係の、事故の内容を伝える声が流れ始める。

「抜け道に回ります」

「えぇ」

　ウインカーを出して右折する。そこから細い道に入った。何度か右に左に曲がりつつ進み、ようやく新宿署にたどり着く。昨日と同じように捜査車両用の駐車場に車を止めて降りる。ここからまたあてもなく新宿の街を流して歩くのだ。そう思うだけで気が滅入ってくる。聞き込みだろうが地取りだろうが、目的さえあればまったく苦にならないが、なんの目的もなくただ歩くのは蒼斗にとって苦痛以外の何物でもなかった。

（これ、いつまで続けるつもりなんだろう。二日でギブアップしそうだ）

　伊澤は涼しい顔で歩いている。しかもあてなどないはずなのに足取りに迷いはない。本当は目的を持っているのではないかと思ってしまうぐらいだ。が、本当に適当に歩いているようで、時々蒼斗が「こっちはどうですか？」と言うと、あっさり方向転換する。

（やってらんねぇ）

　ブチブチと胸の内で愚痴ったところで兵隊蟻に拒否権などない。ただ黙って上官に従うまでだ。

「あれ……」

　ふいに伊澤が立ち止まった。

「なにか？」

「顔を向けずに角に立つ男を見てもらえませんか？」

　指示通り、顔は向けず、前方のビルの角に視線をやる。そこにいるのは男三人。細くて背の高い若い男が一人、中肉中背で身長も普通の中年が一人、最後の一人は太っていて――。

「あ」

　その外見が複数の言葉を思い出させた。






――マジで知らない顔だけど、オイさんなら知ってるかもよ？

――オイさん？

――あの赤い看板の下にあるスタンドバーの常連。やたらデカいおっさんがオイさん。毎日ここらで飲んでるからさ、いろいろ見てると思うよ。

――特徴は〝やたらデカいおっさん〟でわかるかな？

――わかるよ。でっかいガマガエルみたいなおっさんだから。






――いや、うまく逃げているのだろう。誰に聞いても外見上の特徴から判別できると言うんだ。俺が見つけられないのは、向こうが察して逃げているってことだろう。

――やたらデカいおっさんって特徴だけでわかるものなの？

――さぁ。でもみな口をそろえてわかるって言うのだから、わかるんだろうさ。歩き疲れたよ。もう一杯。

――ダーリンからサービスだって。

――ダーリンじゃないがサービスはさせてほしいところだね。疲れて入ってきたらブラックバーストがいるなんてラッキーだ。幸先が良い。ガマガエルを見つけられなくてもいいって気になってきた。

――あら、ガマガエルを見つけなくていいの？

――渡米するまでの空き時間で受けた話だ。掴み損ねても痛くも痒くもない。俺の自尊心の問題。いずれにしてもここでブラックバーストに会えるとは思わなかったし、気づかなかっただけガマガエルに意識がいっていたようだ。我に返れてよかった。






（やたらデカいおっさん……ガマガエルみたいな）






――オイさんなら知ってるかもよ？






（オイさん？）

　伊澤が蒼斗の肩を掴んだので蒼斗はハッと息をのんだ。

「蒼斗、こっち」

　半ば強引に歩かされ、すぐ横の量販店に入る。

「さっきの男」

「漣さんが捜している男だと思います」

「オイさんって呼ばれていた」

　伊澤が、えっ？　という顔になった。

「蒼斗、知っていたのですか？」

「いや、お前を助けたあの夜、聞き込みをしていたんだ。聞き込みの相手に助言されて、名前と外見を教えてもらった。でも……」

「どうかしましたか？」

「獣頭は見なかった。ワルじゃないと思うけど」

　その瞬間、伊澤の目が鋭く光った。

「本題の前に確認しますが、蒼斗は人の頭が獣に見えるんですか？」

　今更その話？　と言いかけて、具体的にどんな現象が起きるのか話していないことを思い出す。蒼斗は、うん、と言ってから続けた。

「はじめて会う場合、一瞬だけ」

「それがワルと？」

「あぁ」

「獣の種類は？」

「その時によって違う。でも関連性はわからない」

　蒼斗の返事に伊澤は納得したように数回小刻みにうなずいた。

「わかりました。では、本題。ブラックバーストはブラックバーストを判別することができません。だからあの男が悪い人間かどうか、蒼斗にはわからない」

「え……それって……」

「けん制なのか中和なのかはわかりませんが、能力が発動しないようです。ですが、ハンターである漣さんが捜している以上、善人ではないし、私はハンターではありませんが、あの人相からしたら、とても善人には思えません」

　蒼斗はチラリと伊澤を見ると、すぐに視線を逸らした。

「漣さんが捜しているのはワルだけなのか？」

「あの人は骨の髄まで狩人なんです。ハンターは本来、善悪関係なくブラックバースト、ガーディアン、デストロイヤーという亜種を探して見つけるのが仕事なんですが、それをせず、頑なに闇に堕ちた亜種を探して息の根を止めている。毒は毒を持って制す、そう思っている。きっとなにかあったのでしょうね。聞く気はないですけど。とにかく、あのガマガエルを追いましょう」

「漣さんには連絡しないのかよ」

「あの人に渡したら死なせてしまいますよ？」

　秀麗な顔が冷たく微笑んだ。その笑みは蒼斗に死神を連動させた。

　とてもヤツを守るために言わないという選択をしたとは思えない。自分の獲物だと言いたげな冷笑に思える。

「自分の獲物とか思ってねぇか？」

「私は蒼斗のガーディアンだから、そんな能力なんてないですよ。でも埃だらけだと思うので叩けば刑務所に入れられますよ、きっとね」

〝私〟と言われて蒼斗は、あっ、と小さくもらした。そして、しまった、と思う。すっかり朝の自分に戻ってしまっている。

「気にしないでください」

　見透かされていたようだ。

「……失礼しました」

「いいんですってば。どんな蒼斗も、私にとっては愛しい存在ですから」

「…………」

「行きましょう」

　歩き始めた伊澤に追随する。〝オイさん〟と呼ばれているガマガエルのような男は、まだ二人と会話中で、なんだか二人を叱責しているような表情だ。二人のほうは不満そうだが黙ってうなずいている。やがてその二人は少し頭を下げると、地下鉄の入り口に向かって歩き始めた。ガマガエルのほうはわずかな時間二人の背を眺めてから彼らとは逆のほうに向かって進みだした。うまい具合に蒼斗たちに背を向けている。蒼斗と伊澤は一定の距離を取りつつガマガエルの後を追った。

　信号を渡る。その先は歌舞伎町二丁目。体を揺らしながら歩くガマガエルは人気のない道を三度ほど曲がりズンズン進む。そこで蒼斗が足を止めた。

「蒼斗？」

「ここまでにしよう」

「え？」

「これ以上は深入りだ。バレるかもしれない。いや、もう気づかれているかも」

「でも」

「見てみろ、このあたり、店は全部閉まっている。つまり寝ているんだ。そんなところをスーツ姿の男が二人徘徊しているのは目立つ。道に迷ったフリでいく」

　そう言ってポケットからスマートフォンを取り出した。アプリを起動させ、周囲の建物とアプリを見比べ、道に迷ったフリをする。わざとらしいが仕方がない。看板や住所を確認して、来た道を指さした。

「蒼斗」

「たぶん、どっかの角に身を隠して見ていると思う。もしかしたら目的の建物に入っていて、上から眺めているかも」

「…………」

「明後日ぐらい、もっとラフな服装で出直そう。言うこと聞けよ、俺はプロなんだから」

「わかりました。今日は諦めます」

　小声で交わし、来た道を取って返す。

　しばらく歩いて明治通りに出ると、今度は靖国通りを目指して歩き、最後に花園神社にやってきた。

「ここは？」

「観光場所だから」

「ですが……もうあそこから離れたのだからいいでしょう」

「俺たちはつけられてるかもしれないんだ。演技は最後までやらないと意味がない」

「でも」

「うっせぇよ」

　一喝すると伊澤は口をつぐんだ。

　鳥居をくぐり、参道を進む。きちんと参拝すると、今度は伊澤がリードするように歩きだした。

「どこへ行くんだ？　ルイさんのところ？」

「いえ。家に」

「いえ？」

「実家です」

「…………」

「気になるので、母に確かめようと思いまして」

　なにを？　とは聞かない。あのガマガエルがブラックバーストで、歌舞伎町二丁目に潜伏しているなら、なぜ誰も気づかなかったのか疑問なのだろう。ルイといい、漣といい、この街にはおかしな連中が多すぎる。どうも〝亜種〟と呼ばれる者達がひしめいているような気がする。さらに漣がやり手なら、なぜこんなに近くにいるのに探し当てられないのかも不思議だ。伊澤がハンターだという母親に聞こうと思うのは理解できた。

　黙ってついていくと、古いマンションに入り、非常階段から地下へと向かった。

「なぁ」

「はい」

「地下に住んでるのか？」

「えぇ。静かだからでしょうね」

　いともあっさり言われて面食らう。この美貌のキャリアはあまりにも謎だ。

「昨日もルイが言っていたでしょ。俺は学校以外の時間はほとんどルイの店にいました。カウンターの端で勉強していた。息子すらうるさくて邪魔だったのですよ。しかも、ガーディアンだってわかっているのに。あ、いや、違うか。ガーディアンだから放置したのかな。ブラックバーストと巡り合うためには、母の傍から離れるのは得策ではないと考えると思って。正解ですけど。母は非情な女です。便宜上〝母〟と呼んでますが、思っていません」

「…………」

　ただでさえ薄暗い地下。電灯もいくつか切れていて、不気味なほどだ。一番奥の扉の前に行き、ポケットから鍵を取り出して鍵穴に差し込む。が、ここで伊澤が手を止めた。

「どうかした？」

「……いえ」

　そのまま抜き、ドアノブを回す。ギィと耳障りな音とともに扉が開いた。

「…………」

「参事官」

「純也と呼んでほしいと言ったのに」

　言いつつ、扉を閉める。

「入らないのかよ」

「留守のようです」

「留守？　鍵が開いてたじゃないか」

「……えぇ。でも、留守です。また出直します」

　伊澤が何事もないような様子で身を返した。

「鍵、かけねぇのかよ」

「いいんです、そのままで。行きましょう」

　結局、簡単な昼を取ると、また目的もなく街を流して歩く。しかしながら五時になると、伊澤は今夜は用事があると言ってさっさと帰ってしまった。釈然としないのは蒼斗だ。なにもかもが納得できない。

　開いていた鍵。

　中に入ることもなく、また声をかけることもせず、留守だと言い切る。

　鍵をかけずに立ち去る。

　顔を思い浮かべても、なんら変わることなく、アイス・ビューティーは完璧だった。だからこそ気になるのだ。

（あのツラの奥に、なにかある気がするんだけど……）

　ツラツラ考えつつ、寮へ戻ろうかと思ったものの、なぜかそんな気にならない。時計は五時を過ぎて間もない。ルイに伊澤のことを聞こうにも、ゴールデン街はまだ目覚めてはいない。

　はぁ、と深いため息を落とし、蒼斗はパチンコ屋に入った。ここなら三時間程度などあっという間にすぎるだろう。

　派手な音と、パチンコ玉がジャラジャラ流れる高い音を聞きながら、この二日間を思い浮かべる。昨日は朝っぱらから職場である本庁舎で急所を銜えられ、夜は解放した挙げ句に襲われた。パワハラであり、セクハラであるばかりか、れっきとしたレイプだ。屈辱以外の何物でもないにもかかわらず、どこか許容している自分自身。間違いなく、自分の中に伊澤を求める何かがある。

（信じられない……俺が）

　ぼんやりしている間に、パチンコ玉は見る見る姿を消してしまった。それでも時計は進み、今、八時を示している。少し早いかと思うものの、蒼斗はルイの店に向かった。

　ノックをすると、

「まだ準備チュウよ」

　と、野太い声が返ってきた。

「すみません、ちょっと教えてほしいことがあって」

　ドアを開けて答えると、ルイは破顔して手招きした。

「あら、そーとちゃんならいいわよ。座ってちょうだい。もう食事は終わった？」

「あ……そういや、考え事に夢中で食ってなかった」

「じゃあ、一緒に」

　ルイは手際よくホットサンドを作って差し出した。同時にドリップコーヒーも淹れ終わって芳しい香りが店内に漂っている。

「いただきます」

「どうぞ。これ、純ちゃんが好きでね」

「んー」

「厚切りハムとスクランブルエッグのホットサンド。言わなかったらなにも食べない子が、これだけは必ず食べてたから。黒コショウが効いていていい感じでしょ？」

　ガッツリかぶりついたため口の中いっぱいにホットサンドが踊っている。答えられないので、うんうん、と何度もうなずいた。

「落ち着いて食べてよ。足りなかったらまた作るから」

　愛らしく笑っているルイに再びうなずき、蒼斗はホットサンドを食べきった。それからコーヒーを口にする。

「それで、どうしたの？」

「今日ですね」

　と、切りだし、新宿でのことを説明する。蒼斗の話を黙って聞いていたルイだったが、伊澤の母親の話になると表情が急変した。見る見るルイの顔から血の気が失せ、顔面蒼白になった。

「マズいわ」

「どういうこと？」

「ガマガエルのところに行ったんだわ、純ちゃん」

「――――」

「景子さんはほとんどあの地下の部屋から出ないわ。鍵が開いているのは確かに留守なのだけど、なにか様子が違うことに気づいたのよ」

「ってことは」

「そっか、ガマガエルの目的は景子さんだったんだ」

　その言葉で蒼斗はすべてを悟った。

　ガマガエルがここ新宿を拠点にしているなら、みなその居場所ぐらい把握していることだろう。漣が見つけられない、なんてことはありえないのだ。ということは、ガマガエルは最近新宿にやってきて、自分を追っている者たちをうまく煙けむに巻きながら、目的のハンター〝伊澤景子〟を捕らえようと狙っていたのだ。

「あ、ちょっと待って。純也の父親は？」

「誰もそれは知らないのよ」

　ということは、シングルマザーで、育児はルイたち知人に任せ、自分はハンターとしての仕事に専任していたわけだ。ここ新宿なら、それも可能なことだろう。流動する快楽の街。提供する側はなにかを背負っている。光が強ければ強いほど、影は深まるものだ。だからこそ、寄り添い、協力し合う。






　闇の街だから――。






　蒼斗が立ち上がった。

「どこに行くの？　純ちゃんを助けに行くならアタシも行くわ。ああ、漣にも連絡するわ」

「いや、それはいいです。俺一人で行きます」

「危険だわ！」

「俺は警察官ですから大丈夫です」

「なに言ってるのよ！　警官だって人間よ。危ないに決まっているじゃないの！　アタシも行くわ！」

　その時、バン！　と飛び上がるほど大きな音がした。蒼斗がカウンターを平手で力任せに叩いたからだ。そして鋭くルイを睨み据える。

「一般人を巻き込むことはできない。おとなしくここで待ってろ」

「――――」

　コクコクコクとうなずくルイを置いて蒼斗は店を出た。靖国通りを全力で走る。そして新宿警察署に駆け込んだ。二年通った場所だ。よく知っている。まっすぐけん銃の保管されているけん銃金庫室に向かった。

「お前、神崎じゃないか」

　見知った男が目の前にいた。新宿署勤務の時に世話になった刑事部のベテランだ。

「ケンさん、いいところで会った。本庁の伊澤参事官の名でけん銃一丁お借りします」

「は？」

「伊澤参事官ですよ、警視の」

「東大中退の？」

「えぇ。拒めば命令違反で参事官からお叱りを受けますが」

　説明しながらけん銃金庫から一丁取り出す。

「そんな恐ろしい真似ができるか。けど、本当だろうな」

「疑うなら、確認してください。今、神崎蒼斗は伊澤参事官の直属の部下なんですか？　ってね」

　ジャケットを脱いで素早くショルダーホルスターを身に着け、けん銃を挿し込む。再びジャケットを着ると左右両方のポケットに一セットずつ弾を突っ込んだ。

「じゃ」

「気をつけろよ」

　軽く手をあげて、けん銃金庫室を飛び出した。

（一人で勝手に飛び込みやがって！）

　ガマガエルの尾行をやめた場所までは簡単だが、そこから先、どうやって捜せばいいのかはわからない。それでも早くあの場所へ行かなければ――蒼斗は全力疾走で人に溢れる新宿の街を駆けていた。






＊＊＊＊＊






「漣さん……」

　ガマガエルの尾行をやめた場所に漣が立っていた。

「ルイさんが知らせたんですか？」

「勘違いするな。俺はもともと追っている」

「…………」

「デカと一緒では都合が悪いが、仕方がない。純也の命がかかっているからなぁ」

　命と言われて蒼斗は心臓が大きく跳ねるのを感じた。

「俺の仕事に口を挟むな。いいな」

　それは殺しを黙認しろという意味だ。認められない。

「できません」

「だったら見るな。それで済むことだ」

「いえ、それも無理です」

「そうか。お前の半身がどうなっても知らんぞ」

「半身？」

　反射的に尋ねながら、それが伊澤のことだと瞬時に悟る。漣はそうだと言うように小さくうなずいた。

「半身なんかじゃ……」

　半身――伊澤もそう言っていた。

「お前は純也を見つけたらすぐに外に出ろ」

「…………」

「まぁ、見たら俺なんかが言わなくてもそうするだろうがな。行こうか」

　漣の言葉は蒼斗を驚かせ、そして覚悟させた。無意識に右手が左胸を押さえている。

　漣は左手を上に向けて開いた。手のひらには方位磁石を思わせる小さな丸いものがあって、中心から金色の淡い光がクルクルと回っている。針ではないことから方位磁石ではないのは蒼斗でもわかるが、正体は見当もつかない。

「それは？」

　すると漣は右手の人差し指を立てると口に近づけた。静かにしろというわけだ。頭を少し動かして、すまないという意思を表す。漣もうなずいてそれに応えた。

　丸いものを見ながら漣が歩き始める。時々その左手をゆっくり大きく動かす。位置が変わると淡い金色の光に変化が生まれた。

　どうやら光度が強くなる方向に行きたいらしい。数分程度歩くと、漣は古びたビルに入った。蒼斗もすぐ後ろを追随する。一階の奥に設置されているエレベーターに乗り込むと、漣は迷うことなく最上階を示すボタンを押した。

　上昇が始まる。蒼斗はもう一度胸に手をやり、ジャケットの上からけん銃の感触を確かめた。そしてエレベーターの側面の壁に張りつく。一度大きく息を吸ってから腹に力をこめた。

　エレベーターが止まった。ほとんど同時に扉が開く。

「気づいていないようだな」

　少し頭を動かして外を見るが誰もいなかった。

「そのようですが、わざとかもしれません」

「ああ。お前に反応している可能性もある。言っておくが、撃つなよ」

　当たり前だ、と蒼斗は言わなかった。漣が本気で確認しているわけではないことぐらいわかっている。

　ゆっくりとエレベーターを降りて廊下に出た。まっすぐ伸びる廊下に面して両サイドにいくつかの扉がある。左右全部で八つだろうか。漣は左手を動かしながらゆっくりと進んだ。

「ここだな」

　顎をくいっと動かして扉の一つを示す。

「だが、誰がいるかはわからん」

「……え？」

「俺はハンターだから亜種を見つけ出すことはできるが、ピンポイントでそいつを捜し出すことまでは無理だ。この部屋にいるのは、ブラックバーストとデストロイヤーとガーディアンの三種だ。ガマガエルと純也はいるだろうが、二人ともいるか、どちらか一人なのか、あるいはぜんぜん関係のないヤツがいるのか、入ってみないとわからん」

　そんなのアリかよ、と思わず胸の内でつぶやくと、漣は察したように片方の口角だけ上げてニヤッと笑った。その表情がいかにもニヒルで、悔しいほど様になっている。

「ちょいと妙な能力を持っているからっていっても、万能じゃない。こういうアイテムに頼らなければならないんだしな。じゃあ、やるか」

　漣は左手のブツをスーツのポケットに入れた。

「先に行け。お前一人で乗り込んできたと思わせたほうがいい」

「…………」

「俺を信用するな。が、闇に堕ちた連中を狩るのが俺の仕事だ。後方支援ぐらいしてやる」

　蒼斗は漣の目を見据え、わずかにうなずいた。

　この男はおそらく捜査一課に身を置く蒼斗などよりも壮絶な修羅場を潜り抜けてきたのだろう。愚問を口にする時間はない。

　スッと漣の前に立ち、ドアノブを掴んで回した。

　ドアクローザーが錆びているのか、あるいは蝶番が錆びているのか、ギイィと鈍い音がする。なかなか重くて、力を込めた手首に筋が浮かび上がった。体一つ分開けて滑り込む。

　中はバーのような装飾だが、とても営業しているようには見えない。明らかにワルどものたまり場だ。

「悪いが、ウチは閉店したんだ」

　奥から声がした。背の高い男だ。いや、見覚えがある。ビルの角でガマガエルになにか言われ、項垂れていた二人のうちの一人だ。

「飲みに来たんじゃない。人を捜しているんだ」

　蒼斗はわざと喉を絞って低い声で話す。

「人探し？」

「ああ、二十代半ばの綺麗な顔をした男だ。ここにいるだろ？」

「知らねぇけど」

「そうか。じゃあ、もう一人。やたらデカいおっさんはどうだ？」

「そんなんじゃわからねぇなぁ」

「〝オイさん〟だよ」

　男の顔が瞬時に攣ったのを見逃さない。蒼斗はその顔を見た途端、反射的に走り出していた。

「おい！」

　長身の男を振り切ってカウンター横の扉を開けて奥へと進む。

「待て！」

　肩を掴まれた。振り向きざま、顔面に一発。

　倒れるのを確認することもなく、そのまま扉を開けた。

「純也！」

　見た瞬間、頭に血が上った。

　伊澤は全裸で椅子に縛りつけられていた。

　目隠しをされ、両足をそれぞれ椅子の足に縛られて座らされている。手は椅子の背に回して一つに縛られ、首も手も弛緩しているので気を失っているようだ。

「純也！　純也！　しっかりしろっ！」

　駆けこんで伊澤の正面にしゃがみ込み、縛っている紐を解こうと手を伸ばすと、

「死んでなんてねぇぞ。バラすわけがねぇからな」

　と、声が降ってきた。いや、違う。伊澤のこの姿を見て頭に血が上り、真横にガマガエルが立っていることを失念してしまったのだ。

「邪魔だよ、てめぇ」

　後ろから首に向けて細いナイフがあてがわれた。

「――――」

「オレの獲物を横どりとはいい度胸じゃねぇか」

　目だけ動かして頭上を見上げる。ガマガエルのような顔をした男が血走った眼をして蒼斗を睨んでいる。そして目が合うと蒼斗は全身が総毛だった。

（これは――――）

　昼間も、そして今回も、獣の頭は見なかった。本来なら〝ごく普通〟と判断すべきところだ。しかしながら、体の奥深くから湧き上がってくるこの不快感は鮮烈だった。蒼斗は嘔吐感を覚え、それを抑えようとつばを飲み込んだ。

「ヤだねぇ」

「――――」

　ガマガエルがニヤリと笑う。

「あんたが、オイさん、だろ？」

「ああ、ここの連中はそう呼ぶな」

「コイツ、何者か知ってるのか？」

「いや」

「警察官だ」

「へぇ」

「公務執行妨害、暴行監禁による傷害容疑で現行犯逮捕する」

　すると、ガマガエルはひぃひいと笑い出した。

「なにがおかしい？」

「アンタも亜種だろうが。くだらねぇこと言うなよ。自分の半身にしたくてオレから横取りしたいんだろ？」

「意味がわかんねぇ！」

「意味がわかんねぇのはテメェのほうだろうが。テメェもブラックバーストだろう。だったらコイツのうまそうな匂いがわかるはずだ。こいつはな、ハンターとハンターから生まれた珍しいガーディアンなんだよ」

　伊澤の母親が優れたハンターであるという話は聞いた。しかし父親のことはまったくわからない。それをこのガマガエルは知っているのか――。

「伊澤景子はハンターどもの憧れの女だ。食ってやろうと探して追いかけていたが、東京に逃げ込まれてすっかりお手上げだった。人口が多い分、亜種も多い。しかも外国人もいて、ごちゃごちゃだ。まったく気配が感じられねぇ。こりゃお手上げだと思って一時はあきらめたが、景子がハンターとの間に息子を儲けたって聞いて俄然やる気になった。なんとしても食らいたくてな。なんとか新宿にいるところまで調べてたどり着いたが、ここは想像もできないほどヒデェ街で、亜種どもで混沌としてやがる。ようやく捕らえたんだ。絶対に逃がさねぇ」

　ズルリと舌なめずりをする。その下品さは身震いしたくなるほどだ。この醜悪な男の言う「食らいたい」という意味を頭の端で考えると、起こった身震いは怒りに変わった。

「うるせぇのは貴様のほうだ、ガマガエル！」

　ナイフの先が喉に触れているのもかまわず蒼斗はしゃがんだままの姿勢で膝を立てているほうの足を後ろに蹴りつけた。

「あうう！」

　ガマガエルは向こう脛に直撃を食らって痛みに吼えた。反動で手からナイフがこぼれ落ちる。蒼斗はそのナイフを咄嗟に拾い、伊澤を縛りつけている紐を断とうとした。

「このガキ！」

　ガマガエルが殴りかかってくる。それを間際でかわして腕を掴んで投げ飛ばした。

「おわっ！」

　派手な音とともに巨体が床に転がる。蒼斗はそれを見ることなく、もう一度落ちたナイフを拾って紐を断ちにかかる。ガマガエルが起きあがるのが気配でわかった。

「このガキ、オレを本気で怒らせやがった。ぶっ殺してやる！　お前らなにをしてやがる！　早く出てこい！　こいつをやっちまえ！」

　ここにはいない誰かに向かって怒鳴った。この階にある他の部屋もガマガエルの所有なのだろうか。それでも先に伊澤を解放してしまわなければ。急いで手首を縛った紐を切ると、伊澤の体がぐらりと揺れて蒼斗の体に倒れ込んできた。

「純也！　しっかりしろ！」

「ソイツはオレの獲物だ！　ずっと追ってきたんだっ！　放せ！　えぇい、なにをやってるんだ！　早く来やがれっ！」

　ガマガエルは半ばパニック状態でわめき散らし、舎弟が来ない怒りに切れて蒼斗に突進してきた。

「そこまでだ。それ以上近づくと、容赦しねぇぞ」

「――――」

　左肩に伊澤を凭れさせて抱きしめつつ、右手を構える。その手の中にある代物にガマガエルが一瞬怯んだ。

「俺は本気だ」

「日本の警察は発砲にゃうるせぇだろう。正当防衛でも一発ぶっ放せばいろいろ面倒な書類を書かなきゃいけねぇって聞いたぜ？　アンタ、その年で一生ハジキぶっ放した警官ってのを背負っていかなきゃいけねぇんだ」

「だから？」

「警官人生終わりじゃねぇかよ」

「…………」

「おめぇら！　いつまで待たせやがる!!」

　ガマガエルが怒鳴ると、蒼斗は天井に向けて一発撃った。

　パン！　と金属音のような高くて大きな音が部屋中に響き渡り、ガマガエルの口を塞いだ。

「うっせぇんだよ、てめぇ！　次はその汚らしいイカれた腹に打ち込んでやる！」

「おいおい、撃つなと言っただろうが」

　と、隣の部屋から低く響くような声がした。蒼斗とガマガエルの顔が扉のほうに向き、こちらにやって来る男を視線で捉える。

「及川忠男、捜したよ」

「……お前」

「明日から渡米するんだ。その前に会えてよかった。いくら〝できれば〟ってのが頭についていたとしても、いったん受けた依頼は果たしたいからなぁ」

　ガマガエルの顔がこわばり、青ざめている。そんな様子を漣は斜に構えたような態度で眺め、それから蒼斗に声をかけてきた。

「純也を連れて早く行け」

「…………」

「俺の邪魔をするな。お前の分は手を貸してやったんだからよ」

　蒼斗がこの場を去ればなにが起きるのかぐらい容易にわかる。阻むべきか見逃すべきか、蒼斗は決めかねた。

「早く行け！　純也を死なせたいのか！」

　一喝が飛んだ。思考とは別に蒼斗は伊澤を担いで駆け出していた。

（あ――――）

　外に至る部屋には十人ほどの男が床に転がっている。ガマガエルと言い争っている間に、漣はガマガエルの舎弟と争っていたのだ。

　倒れている男の一人に近づき、首筋に手をやると生きていることがわかってホッとした。

（すげぇ。一人でこいつら全員気絶させるなんて……）

　ぎゃっという悲鳴が聞こえてくる。漣の目的がわかっているだけに戻るべきか思案するが、肩に凭れかかっている伊澤がまったく反応しないことを思うと、かまっている場合ではないと悟った。

（あ、そうだ！）

　全裸のまま外に出ては騒がれる。仕方がないので転がっている男の一人からスラックスをはぎ取ると、無理やり伊澤に穿かせ、自分のジャケットを着せた。再び肩に担いで今度こそ廊下に出る。急いでエレベーターに乗り込んだ。






＊＊＊＊＊






「純ちゃん！」

　飛び込む先はここしかなかった。客がいたが、あまり動じていないようで、状況を察して身を引いてくれた。

「悪いわね」

「いいよいいよ、ママ。また来るから」

「待ってるわ」

　笑顔で帰っていく客を見送ると、ルイは最低限の片付けだけをして店を閉めた。

「すみません」

「なにを言ってるのよ。純ちゃんはアタシの息子同然なんだから」

　急いでルイのマンションに向かい、ベッドに寝かせる。その際、なんらか傷痕が残っていないか確かめたが、暴行の痕跡はまったくなかった。

「薬でも嗅がされた？」

「それはないんじゃない？　ガマガエル、純ちゃん自身が欲しかったんでしょ？　だったら寝かさないんじゃないかしら」

「……じゃあ、なにが目的……そう言えば、純也を連れ出すのに必死で母親を探さなかった」

「いないんじゃない？」

「え？　それはないでしょ？　こいつ、母親を助けに行ったんだから」

「その逆かもよ？」

「逆？」

「いなくなっているからガマガエルに聞きに行ったんじゃないかしら？　ガマガエルなら知っていると思って。ところがそれが、飛んで火にいる夏の虫、だったんじゃ？」

　蒼斗は首をひねった。とはいえ、それは伊澤が目を覚ませば済むことだ。本人に確認すればいいだけのことだから。

「〝オいさん〟は純也になにをするつもりだったんですかね？」

「ガマガエルがブラックバーストなら、欲しいのは純ちゃんのガーディアンとしての能力だと思うわ。相性が良いのは互いに吸引し合って一緒にいることに幸せを感じるらしいけど、そうでないなら相手の力を吸い尽くしてしまおうって思うヤツもいるみたいね」

　言われてガマガエルが「食らう」と言っていたことを思いだした。ということはあの野蛮な男は伊澤の精力や気力を吸い取ろうとしていたのだろうか。

（いや――）

　そこまで考えて蒼斗は思考を振り払った。考えても無駄だ。答えはおそらく得られない。漣がガマガエルから目的を尋ねているとは思えない。そして今頃――。

（俺は、デカ失格だ。俺たちサツ官は、相手がどんなに悪党でも、危険が迫っていたら助けなければならない。それを……漣さんにヤられるってわかっていて、見殺しにした）

　唇を噛むが今更どうしようもできない。それでも伊澤を無傷で助け出せたことはよかった。

「じゃあ、こいつの母親はどこへ行ったんです？」

「考えられるのは、亜種を見つけたから探しに行ったのか、亜種に見つけられたからどこかに身を隠したのか。鍵をかけずに留守にしたってことは、どっちかだと思うわ」

「どうして鍵をかけないからって、そう判断できるんですか？」

　ルイは少し肩を上下に揺らして小さく息を吐き出した。

「景子さんから連絡を受けた者が家に入って用事をするためよ。いつ、誰に、なにを頼むかわからない。不特定多数の者に合い鍵を用意することもできないしね」

「……そんなにこいつの母親はシンパがいるんだ」

「ええ。性別上は確かに〝女〟で、純ちゃんを産んだけど、中身は無性別の怪物よ。会ったらわかるわ。そんな人に純ちゃんにとってのパートナーが東京にいるって言われて、すごく求めていたのよ、この子は。だから、これからはよろしくね」

　ルイは蒼斗の肩をポンポンと軽くたたいて立ち上がった。その姿を蒼斗が視線で追う。

「シャワー浴びてくるわ。あと、お願い」

　そう言い残して部屋を出る。だが、次に聞こえた音は、玄関の扉が開閉され、鍵がかかる音だった。

（……漣さんを迎えに行ったのかな。あるいは、気を利かせたのか）

　一仕事終えて、ルイの店に戻ってくる頃かもしれない。しかも明日からアメリカだと言っていた。

　蒼斗も一つ吐息をつき、死んだように眠る伊澤の秀麗な顔を見つめた。

　憎らしい上官のはずだったのに――。

　息をしているのかどうかさえわからないほど昏睡している。まるで眠り姫のようだ。そういえば偶然出会ってから三日が経つが、素顔を見るのは初めてだ。行為の最中も、朝も、冷たいイメージを与えるハーフフレームのメガネをかけていた。

　白い肌に赤い唇。蒼斗は閉ざされているその唇に指をやり、まるで壊れ物を扱うかのように触れてみた。ふんわりと柔らかく、それでいてしっかとした弾力。この唇に翻弄されたと思うと、いきなり全身にカッと熱が走った。

「純也、目を覚ませよ」

　伊澤参事官――そう呼ばねばならないのに。

　警察組織はピラミッド型の絶対的上下関係で成り立っている。年齢も経験も関係ない。試験を受けて昇進してゆく。一階級でも上なら頭を下げる。それが鉄の掟だ。この男は警察庁からやってきたエリートで、おそらく将来、頂点を極めることだろう。そんな雲の上の存在を「純也」と呼び捨てにしている自分がなんとも不思議で不可解だ。さらに――。






――蒼斗、好きだ。

――好きだ。






　切ない声がこだまする。頭に、心に、響き渡る。

　深く、深く――。

「目を覚ましてくれ」

　頬を優しく撫でてみても、反応はなかった。いったいどこまで深く意識は沈んでしまったのだろうか。それとも、もう戻ってはこないのか？

「なぁ、純也」

　からかって寝たフリをしているんじゃないのか？　そう言いたいがぐっと堪える。この昏睡状態を前にして、そんなふざけたことを言えるはずがない。






――蒼斗、好きだ。






　もう一度聞きたいと、渇望にも似た強い願いが湧き上がってきた。






――いいんだ。嫌ってくれていい。でも、俺は離さないし、離れない。信じなくていい。俺がわかっていればいい。俺が蒼斗の半身だってこと。いつか蒼斗が理解できるまで、ずっと待ってる。けど、体はムリ。肉体の欲望は抑えられない。






「半身――」

　今、この言葉の意味を強く感じた。

　半身――長く渇望していたこの苦しみを埋めて癒やす存在だということ、激しい羞恥と怒りの中でもそのことを許容している自分自身の存在。ようやく巡り会えたと、心、体、魂、そのすべてで理解していたのだ。それを受け入れなかったのは〝常識〟という思い込み。

「純也。俺の全部でお前を受け入れるから、目を開けてくれ。もう、逃げないから」

　堪えきれず、布団の上から力の限りぎゅっと伊澤の体を抱きしめた。

　理解できない非常識の中で生きる〝亜種〟という名の存在。自分が普通の人間でないことも受け入れるから、だから目を――ただ、それだけを願った。

　たった三日で、蒼斗のすべてが変わっていた。

















第四章　奏でる












　水が流れる。

　風はそよぐ。

　遠い記憶がよみがえり、消えてゆく。






　自分がどこにいるのか判然としない。

　それでも心地好い。






　眼前に広がっている景色は――なぜか白く発光していてよくわからない。

　振り返って後方を見れば、こちらは黒く染まって澱んでいる。






　ここは？

　疑問が湧くが、その答えを知りたいとは思わなかった。

　知る必要はない。

　なぜなら、このまま白い世界に行けばいいのだから。

　このまままっすぐ――。






――蒼斗。






　ほら、呼んでいる。






――蒼斗。






　だからなにも気にせず、進めばいい。

　このまままっすぐ――温かな存在が待ってくれている。

　これからは、こちらの世界で生きると決めたのだから――。






――蒼斗。






「蒼斗」

　呼んでいる。

「蒼斗」

　意識のピントが合い、蒼斗は目を覚ました。

「……純也」

　視界いっぱいに伊澤の顔。

「よかった、もう目覚めないかと心配になったよ」

　え？

　蒼斗は目を見開き、それから勢いよく起き上がった。

「ちょっと待て、それは俺のセリフだっ」

「だよね。わかってる。けど、俺のほうも正しい表現だよ。ガマガエルにガーディアンとしてのエネルギーを吸い取られて混沌としていた。自分で、もうダメだと思った。だけど……あいつの要望は受け入れがたくて、意識の死を覚悟した」

「意識の死？」

「肉体は生きているのに、目覚めないという状態のこと。それを蒼斗が助けてくれた。俺を抱きしめてエネルギーを与えてくれただろ？」

　なんのことかさっぱりわからない。

「俺は……お前が目覚めないから心配になって……」

「本当に相性のいいブラックバーストとガーディアンは、心を通じ合わせれば亜種としての力をリエゾンされることがあるんだ。偶発的らしいけど。俺を強く想ってくれたから、意識の死から戻ることができた。平たく言えば、蒼斗は俺にエネルギーを分けてくれたんだ」

「……なんか、超常現象の説明ばっかで、もうわけわかんねぇ！」

「大丈夫。一生かけてじっくり説明するから」

「――なにが一生だ」

　ぷいっとそっぽを向くと、純也が抱きついてきた。

「やめろ、ここ、ルイさんの家だぞ」

「いいんだ、実家みたいなもんだから」

　その言葉に諸々の疑問が湧いてくる。

「そうだ、お前、おふくろさんは大丈夫なのか？」

「え？」

「留守だって言ってさ、顔色変えて。心配したからあのガマガエルのところに行ったんだろ？」

　伊澤は「あぁ」と言って神妙な顔をした。

「あの時は確かに捕まったかな？　って思ったけど、途中で違うことに気がついた。あのガマガエルがブラックバーストなら、母より俺のほうが魅力的に思うはずだと思って。蒼斗と一緒にいたら蒼斗に影響しそうで避けたんだ。離れていたほうがいいと思って。さすがに新宿に潜伏しては意味がないから、しばらく本庁舎にこもろうと思ったら捕まった」

「じゃあ、おふくろさんはたまたま不在だったってことか？」

「おそらくね。いつもふらっといなくなる。俺にわざわざ伝えることもない。だけど、今回のことで蒼斗が俺を受け入れてくれたことがわかって嬉しいよ。ヤバかったけど、よかった」

「よくねぇよ」

「よかったって。だって、これで名実ともに蒼斗は俺のものになった。今更、違うとは言わせない」

　確かに、ここまで来て、今更それは違うと言ったところで意味ない。むしろ頑なでみっともない。ただなんとなく素直になれないだけだ。抵抗感ではなく、単純な羞恥心。

「蒼斗」

「……ガマガエル、なにを要求したんだ？」

　恥ずかしいので話題を変えようとどうでもいいことを振ってみた。

「…………」

「純也？」

「奴隷になれと言われた。顔もいいし、体躯も均整取れていて見物にはちょうどいい。昼間は観賞用、夜はセックスしながらガーディアンの精力を提供する――」

「もういい！」

　伊澤の言葉を遮るように怒鳴り、蒼斗は純也をぎゅっと抱きしめた。
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「あのクソ野郎！　漣さんじゃなく、俺が息の根を止めるべきだった！」

　純也が蒼斗の背に両腕を回してきゅっと抱きしめ返してくる。

　体と体が重なり、互いの体温を感じる。

「お前は俺が守る」

「守るのはガーディアンの役目だ。ブラックバーストのほうが貴重だ」

「そんなことはどうだっていい」

「いいことない。蒼斗はまだわかっていないから、そういうことを言うんだ。ブラックバーストが闇側に堕ちたら困るんだ。ガマガエルがいい例だよ。俺たちが光側にちゃんといてくれるように守らないと」

「だったら好きにしろ。俺はお前のいる側にいる」

　背中に回された伊澤の腕に力が込められたことが伝わってくる。

　歓喜が。

「蒼斗、好きだ」

　蒼斗の胸に頬をつけつつ伊澤が言う。

「…………」

「蒼斗は言ってくれないの？」

「もうちょっと時間……」

「…………」

　伊澤は微笑んでいた。だがこの角度では蒼斗には顔が見えない。

「わかった。一生かけて言わせるよ。だから、今は態度で示してほしい」

　今度は顔を上げて蒼斗を見上げ、強い口調で言う。蒼斗はその迫力に気圧されたようにうなずいた。

「じゃ、まず、キスから」

　伊澤の手が蒼斗の後頭部に回される。しっかり支えられて動けない。じっと見つめあい、それからゆっくりと顔を近づけた。

「……ん」

　ほんの小さく伊澤の声がもれた。その瞬間、蒼斗がぐっと唇に力を入れ、強く重ね合わせた。

「……ふ……ぅ……」

　熱い吐息が鎖骨のあたりに吹きかけられ、蒼斗をゾクリと震わせた。その震えが蒼斗の中の〝なにか〟に火をつけ、滾らせる。

　キスは頬に流れ、上顎に至る。そこから耳朶に触れた。柔らかい感触に思わず唇を使って食んだ。

「あ……それ」

　伊澤が再び、はぁと吐息をつく。

「蒼斗、なかなか舌の使い方がうまい」

「…………」

「あんまり嬉しくてキスと愛撫だけでイッてしまいそうだ。でも、俺がほしいのは違うんだ」

「違う？」

　伊澤がグイッと蒼斗を引き寄せ、唇を重ねる。ねっとりとした濃厚なそれ。尖った舌先が入れろと伝えてくる。

　迷った。現実も、状況も、伊澤の気持ちも、自分の心も、全部受け入れようとついさっき思ったのに、肉体関係の交渉にはまだ抵抗があるようだ。

　そのことに気づいているのか伊澤の体に力が入っていることが肌を通して伝わってくる。まるで「従え」と命令しているようだ。丁寧な口調で上官の顔をするクールな伊澤と、砕けた調子で熱く迫ってくるアンバランスな伊澤に戸惑うが、どちらも伊澤純也であり、蒼斗を想っていることに変わりはない。

「蒼斗」

　年は五歳しか違わないものの、攻めたいのだろう。渇望し、高まる欲望を抑えられないのだと思うと、確かに愛しい。

「俺の、俺のっ、蒼斗」

　今の純也はまるで駄々っ子のようだ。これがひとたび本庁舎で制服を着れば、泣く子も黙るキャリア様なのだから笑えるじゃないか。

（俺の半身――）

　自分だって若い。まだ三十だ。性欲だって普通にある。好きな相手には自ら求め、激しいセックスを望んでいる。奉仕されるより、自ら攻めるほうが性に合っている。それなのに、この美貌の年下には受け身になっている。強引に引き剥がして奪おうという気が起こらないから不思議だ。

　くちゅくちゅと口内で淫猥な音がしている。伊澤の舌がしつこく絡んでくる。互いの唾液が混じり合ってこんな淫らがましい音を響かせるとは。

「んっ、んん……ぅ……ふ……」

　声にならない音が空気をかすかに振動させている。口角からはあふれ出た滴がこぼれ、伝ってぽたりぽたりと布団の上で弾んだ。

「はぅ……」

　苦しくて思わず大きく息を吸い込む。伊澤がすぐにまた封じてしまう。濃厚なキスの連続。

「純也……ちょい、苦しい……」

「イヤだ」

　拒んでいるわけではないのに――そう思うが、言わなかった。その代わり互いの体の間に腕を入れて伊澤の体を押して離そうとした。

「蒼斗、ダメだ」

「待てって」

「イヤだ」

「やめろと言ってるわけじゃない。ちょっと休ませろよ」

「イヤだって言ってるだろっ」

　必死のまなざしで訴えてくる。やはり駄々っ子だ。

「まだなにもしてないじゃないかっ。早く蒼斗を感じたい！」

「なにもって……」

　こんな濃厚なキスを続けているのに？

　伊澤が身を乗り出して圧し掛かってきた。一瞬、意識が逸れたこともあって勢いと体重をもろに受けて後ろに倒れ込むと、伊澤が馬乗りになってキスを再開した。

「……っ」

　唇の形が完全に崩れる強さで擦りつけてくる。耐え切れず大きく口を開けると伊澤も同じように口を開けて舌を絡めてくる。逃げても執拗に追い、征服しようとする。

　太ももに熱いほどの体温を感じた。ゆっくりと、愛おしいとでも言うかのように丁寧に、優しく、そっと撫でる。だからこそ肌が粟立つ感じがしてゾクゾクと高まってくる。

「……じゅん……そ、れ、」

「なに？」

「…………」

　ブンブンとかぶりを振って這い上がってくる感覚を振り払おうとするが、逃れられない。それならもっと与えられ、自我を失うほど狂わせてほしい。昨夜のように――。

「じれったい？」

　硬く目を瞑りながらブンブンとかぶりを振る。違う。コクッと一度頷きかけ、またブンブンと左右に振った。

「リキむことないよ。力抜いて、俺を感じて」

　またブンブンと顔を振る

「ここまで来て踏ん張ることないじゃないか。蒼斗だって俺が欲しいはずだ。大事なところで俺のを感じたいだろ？　昨夜はすごくよがって気持ちよさそうだったくせに」

「…………」

「蒼斗はなかなか意地っ張りだね。わかった、こういうの、どう？」

　伊澤は大きく身を起こし、周囲を見渡して手を伸ばした。見てみると、手の中にシルバーのハーフフレームメガネがある。それをかけてまっすぐ蒼斗を見おろした。

「神崎係官、抵抗は許さない。私の指示する通りに動くように」

「……え」

「制服なんか着ていなくても、本官は係官の上官です。それは就業時間外でも同様です」

「ちょ、おい」

「腰を浮かしなさい。脱がせられないでしょう」

「ズルいぞ、そんなのっ」

　メガネの奥の瞳は無感情的で昼間の伊澤に他ならなかった。冷たい迫力も同様だ。

「異存があるなら上に相談しますが、どうしますか？」

「上って……いい加減にしろよ。お前はずっと俺を探し求めていたのかもしれないけど、俺はまだ会って三日だぞ。男相手に、そう簡単に割り切れるかよ」

「割り切らないといけないのですか？　想っているのに？」

「想っているって……無茶苦茶だ。一生かけて好きだと言わせる気構えなら、こっちのほうも時間をくれたっていいじゃないか。拒んでいるわけじゃないんだから」

　伊澤は特に返事をすることもせず、蒼斗の両方の膝頭を掴んで開いた。蒼斗が相応に感じていることは見ただけでわかる。芯を得たペニスは完全ではないものの鎌首をもたげて反り始めているからだ。

「信じますよ。男は女と違って姑息な演技はできませんからね」

　言いつつ、そっと指先を亀頭に触れさせる。ビビビッと閃光のような刺激が走った。

「あっ、くっ」

「いい？」

　指の腹がグイグイと亀頭を強く撫でている。蒼斗は堪らず奥歯を噛みしめてコクコクとうなずいた。

「やっと素直になりましたね」

「…………」

「その顔、いいですね。艶やかで……見ているだけイキそうです」

「やめ、ろ」

「ん？」

　反射的に伊澤の腕を掴んで引き剥がそうとした。

「からかうなら、今すぐ辞表出して、お前のいないところにいくっ」

「どこへ？」

「漣さんと一緒にアメリカにでも――ああっ！　がっ」

　思い切り握りつけられて蒼斗は悲鳴のような声を発した。

「ダメだ！　そんなこと絶対に許さない！」

「ひぃっ、はなっ、放せっ、いてぇっ！」

「蒼斗！」

「ウソだよっ、ウソだってばっ。放せよ、純也!!」

　怒鳴られて伊澤が手を放した。だが、蒼斗を見るハーフフレームメガネの奥の瞳は左右に揺れている。情けないほどわかりやすい動揺に、蒼斗はぷっとふき出した。

「蒼斗？」

「行くわけねぇだろうが。あの人にくっついて渡米してなにをやるわけ？　これでも自分の仕事に誇りを持ってるんだ。辞めねぇよ。お前の傍にいるって言ったんだからいるよ。けど、からかうな」

「……わかった」

「ん。ならいい。続き、するんだろ？」

　伊澤の右頬に手をやり、包み込むように触れる。その手をそのまま後頭部にやって引き寄せた。

「漣さんのことは……」

「オヤジぐらいの年のオッサンだよなぁ、程度の印象だけど？」

　それだけ答えて唇を重ね合わせる。今度は蒼斗が舌を差し込んだ。

　本当は違う。あの男は毒を制す毒だ。ワルを狩っているだけで、当人もワルなのだ。目的のためなら手段を選ばない非情な男。蒼斗はそう確信している。敵にならずによかったとも。だが所詮、それだけのことだ。

「……はぁ」

　長い口付けのあと、二人の顔が少し離れると伊澤が大きく息を吸い込み、それから吐き出す。その熱い息が蒼斗の顔にかかった。

「辛そうだね、一回、抜いちゃおうか」

　駄々っ子の口調で言いつつ、蒼斗の反りあがりかけているペニスを掴んで扱く。少し収まった官能の波がまた押し寄せてきた。

「これ、好きだよね？」

　カリ首が明確に姿を見せている。力を持って存在感を示しているペニスをしっかり掴んでいる伊澤は、蒼斗の返事を待たずに身を屈めて口に含んだ。

「あっ、あっ……あっ……じゅん、や……」

　じゅるじゅるとわざと淫猥な音を立ててしゃぶってみせる。荒れ狂う嵐のような官能の強襲。意識が吹き飛ばされそうな中、蒼斗は伊澤が両手でペニスを掴んでかぶりついている姿を見つめていた。あまりの快感に体が痙攣しているので視界の中の伊澤も揺れている。

「あ、あ……ぅ……っ」

　ちゅばちゅばとしゃぶり、時々ズズズッと強く吸い込む。そのたび、ビクンビクンと体が揺れる。

「じゅん……そ、れ……いい……はっ、はうっ」

　視界のブレが大きくなる。蒼斗の呼吸も大きく跳ね始めた。

　伊澤の口の中で最大級の膨張を果たしている。限界が近い。

「イキ……そ」

　伊澤がコクコクと小刻みにうなずいた。イケと言っているのだ。蒼斗は全力でリキんだ。

　最後の一瞬を越えるためにあとわずかを引き寄せる。

「ううっ、くぅ！」

　ズイっと一段強く吸われた刹那、視界が滲んで弾け飛んだ。

「……あ……あ」

「楽になった？　じゃあ、今度は俺の番だから」

　はぁはぁと大きく肩で息をしている蒼斗に対し、伊澤は手の甲で口を拭いながら、喜々とした顔でそう告げる。返事を待たずに蒼斗の足を肩に引っかけて大きく持ち上げた。

「おいっ、ちょっと待て」

「待てない。こっちが辛い」

　伊澤は昨夜覚えた蒼斗の性感帯を一気に突いた。

「ひぃいいっ！」

　グングンと突いたかと思えば今度は指先だけクイクイと動かして柔らかく刺激する。甘い愉悦が幾重にも連なる波状となって押し寄せてくる。頭の中は完全にショートした。

「ひ……、じゅ……あぁ……あ……じゅん、や……ま、て……！　……！」

　シーツを鷲掴みにして必死で堪える。内側から破壊されそうな錯覚。木っ端微塵に砕けそうだ。

「あ、あ、っっ！」

「もう限界、死にそう。蒼斗……」

「ぃい、いくっ！」

　蒼斗が強く奥歯を食いしばると衝撃が襲った。

　ズイッと純也の屹立した雄々しい証が蒼斗の内部なかに侵入する。細い管を押し開きながら侵入する。さっきいじられた性感帯に達すると蒼斗の体はヒクヒクと痙攣し、伊澤の熱い滾りを銜え込んでいる。

　ゆっくりと大きく抽送が始まる。快感に震える熱壁を強く擦りつける。浅深の度合いで愉悦のボリュームが異なる。抽送のたびに伊澤の雄も膨張して内部を破裂させてしまいそうだ。

　伊澤が蒼斗の腰を掴んで「はっはっはっはっ」と規則正しい呼吸をしながら腰を振る。「ゆっくり大きく」から完全に「鋭く素早く」に変わっている。伊澤が腰を動かす呼吸と蒼斗が感じて繰り返す呼吸がシンクロする。

　融合する熱の塊が互いの境界線をなくし、一つとなる。

「あああっーーー！」

　どちらが発しているのかもわからない完全にユニゾンしている二人の嬌声。

　そしてそれぞれに白くスパークするその瞬間が訪れる。

　高みに飛翔して、弾けて、極致に向かう。

　最高の場所へ――――！

















エピローグ












「よぉ、あおちゃん、おはよう」

「おはようございます」

「どうだい、アイス・ビューティは？」

　いかにも興味津々と言いたげな顔をしている。蒼斗は元相棒、真田に苦笑を向けた。

「お、その顔は手を焼いているようだな」

「まぁ」

「天才秀才は俺たち凡人には理解できない存在だって言うからなぁ」

「確かに」

「頑張れよ」

「えぇ」

　桜田門、警視庁本庁舎。蒼斗は真田と別れて伊澤の執務室へと向かっていた。

（手を焼いている……まぁ、取りようによってはそう言えなくもない）

　ただでさえ絶対服従の立場なのに、あの時の発砲が弱みとなってしまった。観賞用として伊澤を全裸に剥いたという怒りよって、可能な限り発砲してはいけないという警察内の決まり事をあっさり破ってしまったのだ。本来なら報告書の作成やら上司への報告やら面倒な作業がある上に、むやみに発砲した者は出世を絶たれるという暗黙のルールまである。伊澤はそれを握り潰した。

　蒼斗は、はぁ、とため息を落として執務室の前にやって来た。ノックをして扉を開くと、その伊澤はすでに来ていて、書類を読んでいる。

「おはようございます」

　返事はない。おそらく蒼斗が出勤してきたこと自体に気づいていないだろう。

　あの日から一週間が経った。その中で気づいたことは、伊澤の記憶力と集中力は半端ではないということだ。意識を向けて聞いた言葉は一言一句間違えることなく記憶しているのだ。だから「そんなことは言っていません」などと言うものなら、その少し前から完璧に再現し、言い訳を許さなかった。

（スーパーエリート、か。まったくその通りだ）

　蒼斗は音を立てないように気遣いながら、自席について事件帳を開いた。

　今まで自分が関わり、未だ解決されていない事件を見直す。たとえ担当でなくなっても、なにか見落としていることがあるかもしれない。そういうものに気づけば、今の担当者に伝える。刑事の中には担当が変われば関わることを嫌がったり、関わられることを嫌がったりする者もいるが、蒼斗は積極的に関わろうと考えている。意地や矜持などではない。そんなものは関係ない。無念を抱く被害者、遺族に報いたいだけだ。

「あ、蒼斗、来ていたんです？　いつ？」

「たった今です、参事官」

　すると伊澤がくすっと笑った。

　毎回のやりとりだった。伊澤の出勤はずいぶん早くて、上官よりも早く出勤することはあきらめた。もしかしたら、住み込んでいるのか？　とも思ったが、ルイの話によれば、そうでもないらしい。

　この一週間、就業時間を過ぎてから一緒にいることがなかった。理由は伊澤が上に呼ばれて流しが終われば早々に本庁舎に戻っていたからで、蒼斗のほうはけっこうのんびりと過ごしていた。

　ではすべてが平和かというと、世の中そんなに甘くはないわけで――。

「蒼斗、こっち」

　親指を立ててクイクイと隣の応接室を指す。

「朝っぱらから、ダメです」

「ここは私の執務室です。係官は私の命令に背くのですか？　というか、毎朝、同じことを言わせないように」

　はぁ、とわざとらしく大きなため息を落とすのもお約束だ。とはいえ、別に遊んでいるわけでも、喜んでいるわけでもない。本気であきれているのだが。

　仕方なく応接室に入ると、伊澤がうしろから抱きついてきた。

「いっそ、二人で辞職して、漣さんみたいな仕事しない？」

「俺は表の世界で地道に働くから却下」

「やってることは同じだよ」

「却下」

「ずっと一緒にいたいのに」

「いるじゃねぇか」

　するとクスクスと笑い声が聞こえてきて、蒼斗は口をつぐんだ。毎回ではないが、この会話も交わした気がする。なにを言われても毎回きっちり反応する自分が恥ずかしい。

　そんなことを考えている間に伊澤が回り込んで正面に立った。そして両腕を伸ばして蒼斗の後頭部と背中を捉える。

「ん……」

　反射的に蒼斗も伊澤の背中に両腕を回した。

　熱い抱擁と濃厚なキス。

　職場で朝っぱらからなにをやってる！　というのは、さすがに一週間毎日なら思わなくなってしまった。

　長いキスによる沈黙の世界から戻ってくると、伊澤の切ないまなざしを受け止める。

　そんなに俺のことが好きか？

　ふつふつと喜びが湧いてくる。

　あぁ、こっちのほうがイカれちまったかも。

　蒼斗の顔にうっすら笑みが浮かんでいる。

「触れていると謂われなくホッとする。最近、お前の言ってることがなんとなくわかる気がする」

「そう？　もっと感じるようになれば、触れてなくてもわかるようになります。私がそうですから……なにか？」

　じっと見つめる蒼斗に向け、伊澤が首をかしげる。秀麗な顔だけに絵になる。

「アイス・ビューティ、クールなスーパーエリート伊澤純也と、仔犬のような目で俺を見つめるガキな伊澤純也のどっちに俺は惚れているんだろうと思って」

「惚れてる？」

「あぁ」

「ホントに？」

「そうじゃない男と寝るかよ。欲望解消だけのセックスなら女のほうがいいに決まってるだろ」

　伊澤の顔が驚きに染まり、歓喜に変わった。

「蒼斗！　すぐに出かけよう」

「どこへ？」

「どこでもいい！　心置きなくヤれるところ！」

　朝っぱら言うことか、これから仕事だろうが。

　そうは思うが、体は融合を求めている。確かに夜まで待つのはつらい。

「デストロイヤーを見つけて捕らえるのが我々の仕事です。行きましょう！」

　それって俺たちの中にある〝欲望〟のことか？

　伊澤が慌てて執務室内のロッカーに駆け寄ってスーツに着替え始めた。喜びがオーラとなって全身から立ち昇っているように見える。

「行きましょう！」

「あぁ」

　まったく困った上司だな、そう思いつつも、喜びは分かち合っている。

　俺たちは、半身なのだから――。
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